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市 民 病 院 部 
事 務 部 長 

総務部長兼政策部長
兼三次市選挙管理委員会
事 務 局 長

産業環境部長 
兼農業委員会 
事 務 局 長 

平成２７年６月２３日６月三次市議会定例会を開議した。 

１ 出席議員は次のとおりである（２６名） 

 １番  岡 広小路    ２番 須 山 敏 夫    ３番 池 田   徹 

 ４番 新 家 良 和    ５番 福 岡 誠 志    ６番 鈴 木 深由希 

 ７番 澤 井 信 秀    ８番 小 池 拓 司    ９番 桑 田 典 章 

 10番 山 村 惠美子    11番 宍 戸   稔    12番 平 岡   誠 

 13番 小 田 伸 次    14番 林   千 祐    15番 岡 田 美津子 

 16番 齊 木   亨    17番 杉 原 利 明    18番 亀 井 源 吉 

 19番 保 実   治    20番 國 岡 富 郎    21番 大 森 俊 和 

 22番 竹 原 孝 剛    23番 久保井 昭 則    24番 伊 達 英 昭 

 25番 助 木 達 夫    26番 沖 原 賢 治 

２ 欠席議員は次のとおりである 

   な  し 

３ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２３名） 

  市    長  増 田 和 俊        副  市  長  高 岡 雅 樹 

  副  市  長  瀬 﨑 智 之                藤 井 啓 介 

  財 務 部 長  部 谷 義 登        地域振興部長  福 永 清 三 

          花 本 英 蔵        福祉保健部長  日 野 宗 昭 

  子育て・女性支援部長  瀧 奥   恵        教   育   長  松 村 智 由 

  教 育 次 長  白 石 欣 也        建 設 部 長  上 岡 譲 二 

  水 道 局 長  坂 本 高 宏        市 民 部 長  森 本   純 

          山 本 直 樹        君 田 支 所 長  落 田 正 弘 

  布 野 支 所 長  沖 田 昌 子        作 木 支 所 長  加 藤 良 二 

  吉 舎 支 所 長  木 屋 繁 広        三良坂支所長  岡 本 一 彦 

  三 和 支 所 長  勝 山   修        甲 奴 支 所 長  内 藤 かすみ 

  監査事務局長  落 合 裕 子 

４ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名（５名） 

  事 務 局 長  大 鎗 克 文        次    長  丸 亀   徹 

  議 事 係 長  才 田 申 士        政務調査係長  明 賀 克 博 

  政務調査主任  瀧 熊 圭 治 
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５ 会議に付した事件は次のとおりである 

日程番号 議案番号 件                名 

第 １  

一 般 質 問 

 平 岡   誠 

 竹 原 孝 剛 

 林   千 祐 

 小 田 伸 次 

 岡 田 美津子 

  岡 広小路 

 鈴 木 深由希 

 齊 木   亨 

 杉 原 利 明 
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平成２７年６月三次市議会定例会議事日程（第３号） 

 

                              （平成27年６月23日） 

日程番号 議案番号 件                名 

第 １  

一 般 質 問 

 平 岡   誠…………………………………………………………119 

 竹 原 孝 剛…………………………………………………………132 

 林   千 祐…………………………………………………………145 

 小 田 伸 次…………………………………………………………162 

 岡 田 美津子…………………………………………………………179 

  岡 広小路（延会） 

 鈴 木 深由希（延会） 

 齊 木   亨（延会） 

 杉 原 利 明（延会） 
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            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              ――開議 午前１０時 ０分―― 

○議長（沖原賢治君） 皆さんおはようございます。 

   傍聴者の皆様及び視聴者の皆様には、お越しまたは御視聴いただきましてまことにありがと

うございます。 

   本日は一般質問の２日目を行いたいと思います。 

   議場が暑いようでございますので、上着を取られて結構でございます。 

   ただいまの出席議員数は26名であります。 

   これより本日の会議を開きます。 

   本日の会議録署名者として、池田議員及び須山議員を指名をいたします。 

   この際報告をいたします。 

   本日の一般質問に当たり、竹原議員から資料を画面表示したい旨、事前に申し出がありまし

たので、これを許可しております。 

   なお、資料の内容については配付していますので、よろしくお願いいたします。 

   以上で報告を終わります。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第１ 一般質問 

○議長（沖原賢治君） 日程第１、これより一般質問を行います。 

   順次質問を許します。 

   （12番 平岡 誠君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 平岡議員。 

              〔12番 平岡 誠君 登壇〕 

○１２番（平岡 誠君） 皆さんおはようございます。 

   市民クラブの平岡 誠でございます。きょうは、ちょっとやりにくい部分もあるんですけど

も、一生懸命やっていきたいと思います。 

   それでは、通告に従いまして３点ほど質問をしてきたいと思います。 

   まず最初に、吉舎文化施設整備事業、いわゆるフォロー事業となっておりますけど、そのこ

とについてお伺いをしていきたいと思います。 

   吉舎生涯学習センター、そして吉舎老人福祉センターの老朽化に伴い、新市まちづくり計画

に多目的文化施設事業として挙げられておりましたが、11年の期間内では実施をされませんで

した。その後、フォロー事業として位置づけられ、今年度予算で生涯学習センター及び周辺施

設のあり方を検討するということで、調査費100万円が予算計上されております。 

   今、申し上げましたこれらの建物は、築後38年が経過しているものであります。この間、空

調設備、あるいは外壁などの改修は行われましたけども、内部はほとんど改修をされていない

状況でありまして、またエレベーターもなく、２階への階段は狭く急で、上がりおりが非常に

困難なものであります。また、災害が起きたときには避難場所にもなっておりますけども、耐
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震化ができておりません。 

   そういった中で、今日まで生涯学習センターでは、演劇なり、あるいは吹奏楽、舞踊、講演

会など多くの人が利用しておりますが、音響あるいは舞台設備に課題があり、その成果という

のが十分に出ていないのではないかというふうに思っております。自治活動や生涯学習、文化

活動の拠点施設として中心的な役割を担っているわけでありますが、また同時に、これまで吉

舎地区の地域審議会の中でも、平成21年から25年まで５度にわたって意見具申という形で強く

この文化施設の建設の要望が出されております。近隣の町には立派な文化施設があることも承

知しておりますが、吉舎の将来を展望をしたときに、身の丈に合った新しい文化施設が吉舎の

活性化に大きく寄与するものと確信をしております。 

   広報みよし５月号に、市長就任の御挨拶の中で、いわゆる大きな柱としては、約束と増田ビ

ジョンというものが出されておりますけども、子育てと定住をひたすら実行しますという挨拶

から始まって、最後には中心部の都市機能整備が一段落し、いよいよ本格化する周辺整備や定

住への中心的な取り組みとなります。利便性と自然が「ちょうどいい田舎町」といった三次の

魅力を発信しながら、新しい発想の定住対策を打ち出さなくてはなりません。５つの増田ビジ

ョンを着実に進め、「しあわせを実感しながら、住み続けたいまち」をつくり出すために、こ

れからも真っすぐひたすら実行していきますということで、非常にすばらしいビジョンを持っ

て新しいこの４年間を執行していくという挨拶でありますけども、そういう中で周辺を今から

整備をしていくんだということで非常に注目をしておりますけども、子育て、定住対策もつな

がる問題でもあると思いますので、その辺について改めて市長の考えをお聞かせいただければ

というふうに思います。 

   （市長 増田和俊君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 増田市長。 

              〔市長 増田和俊君 登壇〕 

○市長（増田和俊君） 皆さんおはようございます。 

   最初に、吉舎町における文化施設整備事業、いわゆるフォロー事業についての御質問にお答

えを申し上げさせていただきたいと思います。 

   吉舎町におきましては、先ほど平岡議員のほうからもございましたように、吉舎支所周辺に

その時々の情勢に応じて、文化施設を初めさまざまな施設が整備され、町の拠点エリアとなっ

ておりまして、今後その役割は続くものと私考えております。 

   こうした実態から、私といたしましては、第２次総合計画や行財政改革の視点も踏まえ、ま

た新市のまちづくり計画事業検討委員会で協議した結果を考慮し、吉舎町の中心部に必要な諸

機能や既存建物のあり方を地域の皆さんとともに考えることによって、どのような地域の拠点

になるのか、整備事業を含めて今年度から検討してまいりたいと、このように思っておるとこ

でございます。 

   （12番 平岡 誠君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 平岡議員。 



－121－ 

              〔12番 平岡 誠君 登壇〕 

○１２番（平岡 誠君） これから検討していくということでありますけども、今申し上げました

ように、非常に築後38年ということで、三次市全体でも築後30年から40年の建物が数ある中で、

今後、大規模改修とか建てかえが必要なわけでございますが、市としても公共施設の整備統合

を含め、適正な維持管理をしていくというふうになっております。 

   今後５年間のフォロー事業の中でどうしていくかということでありますけども、この生涯学

習センターは、今、市長も御承知のとおりでありますが、先般、吉舎町の自治振興連合会の方

に利用状況を調べてもらいました。平成25年度には、いろんな自治連を初め、サークル、団体

が、平成25年度に858回利用されて、利用人数も１万1,764人。非常に吉舎町の人口の倍以上で

すね、平成26年は617回の１万86人ということで、非常に多くの人が利用されておりますし、

このことについて私も平成21年の６月の定例会でも一般質問を行い、平成25年の３月でもこの

ことについて一般質問を行い、３回目の一般質問でありますけども、吉舎町は御承知のように、

創立120年の歴史を持つ日彰館高校を中心に、教育、歴史、文化の町と言われておりますが、

それにふさわしい文化施設というものがあってもいいんではないかというふうに思っていると

ころであります。 

   確かに今までの２回の質問の中、執行部の答弁は、理解はできるけど、今の中では建設をす

る計画はないとか、あるいは甲奴のジミー・カーターシビックセンターを利用したり、あるい

は三和にあるみわ文化センターを利用したり、市民ホールを利用していただければいいんでは

ないかということの答弁はいただいておりますけども、やはり地元にあって、地元の人が愛着

を持って利用するということが、今なぜ大事なのかということをやっぱり考えていただければ

と思うわけであります。 

   と申しますのは、先般、この質問をしようというきっかけは、吉舎町にもコーラスグループ

があるわけでありますが、その方が庄原とか芸北の町を交代で発表会をするんだけど、吉舎に

は呼ぶような施設もないし、なかなか来てもらえないんだが、何とかあれをできんじゃろうか

というようなことも言われましたし、また先般カラオケ発表会があったんですけども、どうも

音響設備がしっかりしてないから歌ってもいうようなことで、何とかならんかというようなこ

とを続けて聞いて、じゃあまた質問しようかということでおったんですけども。私は、それは

三和なり甲奴にもそういう立派な施設があるわけでありますけども、よく考えてみたら、子育

て、あるいは若者の定住化も、やはり町の活性化なり、あるいは発展というものには、そらも

ちろん商店街、商工業の発展というのももちろん大事でありますけども、こういった文化、伝

統を引き継ぎ、それを発表する場所というのも非常に重要なもんだろうというふうに思ってお

ります。 

   支所があるだけで、吉舎の町にですね、それが発展するということはないと思いますし、甲

奴の町の発展も、やはりカーターシビックセンターがあるということだけで、かなりの大きな

影響もあったろうし、また三和町においても、みわ文化センターが、ああいうものがあって、

やっぱり町の活性化に大きくつながっていったんだろうというふうに思っております。 
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   そういう意味では、よそを使えばいいんだというんじゃなしに、地元へあって、そういう文

化施設が使えれば、それがやっぱり一番ベストだというふうに思っておりますので、ぜひ多く

の人が、今、１万人以上の人が利用するわけでありますけども、そういう人たちの思いをしっ

かり受けとめていただいて、ぜひこのフォロー事業を期待に沿えるような方向にしていただき

たいと思いますし、最後に、あの場所には、今言いましたように、生涯学習センターと老人福

祉センター、そして吉舎支所、これは同じようなときに建っているんですけども、それらを含

めて多目的の文化施設というのもやはり今後計画をしていってもらいたい。それは長寿命化を

含めてでありますけども、そういったものもぜひこの検討の中へ入れていってほしいというこ

とで思っているんですけども、再度、もし答弁があればお願いしたいと思います。 

   （市長 増田和俊君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 増田市長。 

              〔市長 増田和俊君 登壇〕 

○市長（増田和俊君） 吉舎町の、先ほど支所と、あるいは老人福祉センター、あるいは文化施設

等々集積しておるエリアには、いろいろと施設が整備されております。どこまで我々として、

行政としてできるかというのは、現段階では申し上げることはできませんが、いずれにしても

合併後11年が経過した中で、フォロー事業としてその拠点エリアについて整備をしていこうと

いうことでございます。地域の皆さんと十分話し合いながら、また財政の点も十分考慮しなが

ら適切な対応をしていきたいというように思っております。 

   以上であります。 

   （12番 平岡 誠君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 平岡議員。 

              〔12番 平岡 誠君 登壇〕 

○１２番（平岡 誠君） そういう市長の御答弁にもありますように、ぜひ地元の方と今後、もち

ろん執行部、支所、地元のいろんな団体、そういう方の意見を聞く機会を持っていただきまし

て、フォロー事業がいい事業になるように期待をしております。 

   それでは、この問題は終わりまして、次の２点目の質問に入っていきたいと思います。 

   これは教育問題でございますけども、まず何点か御質問を予定をしておりますが、まず最初

に、新しい教育長、松村教育長の教育方針と、そして児童・生徒に期待するものはどういうも

のがあるかと、そしてまた2008年に開校しました府中学園での小中一貫教育におけるその間の

成果と課題は何であったかということ。特によく言われるのは、中１ギャップと言われるいじ

めとか不登校はどうなっているのか。 

   と申しますのは、かつて三次市も不登校２分の１作戦という形でずっとやって、現在非常に

県の平均値から言っても２分の１ぐらいな状況になって減少はしておるんですけども、三原市

においてはここ近年、不登校が増加しているというようなこともありますが、その辺を教育長

としての思いと現状を話をいただければと思います。 

   （教育長 松村智由君、挙手して発言を求める） 
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○議長（沖原賢治君） 松村教育長。 

              〔教育長 松村智由君 登壇〕 

○教育長（松村智由君） 私の教育方針ということでのまずはお問い合わせと伺っております。 

   私が教育を通して子どもたちにつけたい力というのは、それは生きる力でございます。学校

教育において、学校教育法に示された義務教育の実現を目指し、子どもの個性とやる気を伸ば

し、学ぶ楽しさと生きる力を育んでまいりたいと考えております。そのために、今年度から本

格実施となりました小中一貫教育を進めてまいります。 

   平岡議員から御質問のございました府中学園では、校長として小中一貫教育を進めてまいり

ましたが、特に小中一貫教育を通して、生徒指導と学力の課題を克服してきたところでござい

ます。小中一貫教育のキーワードは、つながりというものでございます。小学校は、中学校と

同一の敷地内にございましたけれども、小学生は中学生に憧れ、中学生は小学生と触れ合うこ

とで思いやりの心や優しさが育ってまいりました。また、中学校の教師は小学校から授業改善

を学び、小学校の教師は中学校から生徒指導を学んできたところでございます。これらのつな

がりによって、府中学園でも中１ギャップが解消し、不登校傾向の児童が中学校から登校でき

るようになるなど、生徒指導上の課題も減少してまいりました。 

   今後も本市において、各中学校区において効果のある小中一貫教育を進めてまいりたいと考

えているところでございます。 

   （12番 平岡 誠君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 平岡議員。 

              〔12番 平岡 誠君 登壇〕 

○１２番（平岡 誠君） 府中学園の成果というんですか、非常に成果があらわれた発言であった

というふうに思っております。 

   それでは次に、全国学力調査結果の活用法の考え方についてお伺いをしたいと思います。 

   かつて本市において学校別の成績を公表していたとき、不正問題が発生した苦い経験を持っ

ておりますけども、こうしたことを踏まえるならば、学力向上につながらない学校間競争をあ

おる学校別の平均正答率の数値の公表は、これからもすべきではないと考えておりますが、教

育委員会としてのお考えを聞かせていただきたいと思います。 

   （教育長 松村智由君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 松村教育長。 

              〔教育長 松村智由君 登壇〕 

○教育長（松村智由君） 全国学力・学習状況調査の結果の公表について、三次市教育委員会とい

たしましては、各学校の結果についての学校別公表は行わないことといたしております。 

   全国学力・学習状況調査は、単に学力や学習状況を把握するだけではなく、学校における児

童・生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるために調査結果を活用することと

いたしております。教育委員会としては、このことを最も重視いたしておりまして、本市や各

校の調査結果を分析し、また他校の実践等も参考にしながら、よりよい取り組みを進めていく
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ことが重要であると考えております。 

   （12番 平岡 誠君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 平岡議員。 

              〔12番 平岡 誠君 登壇〕 

○１２番（平岡 誠君） 今の教育長の答弁を聞いて、一応安堵しとるわけではございますが、い

わゆる現在は学校別の公表はしてないけど、広島県では市町別の公表というのは、県の学力テ

ストを含めてやられておるんですけども、やはりこの辺は序列化や、さらには過度の競争が生

じないようにという文科省の実施要領で出されておりますけども、その辺をしっかりと認識を

していただいて、今までどおりの取り組みでやっていただければというふうに思っております。

昨年から公表が教育委員会の判断でできるというふうになっておりますけども、その辺は今の

発言を聞いて安心をいたしました。 

   それでは次に、文科省はことし１月の公立の小・中学校の統廃合に関する手引案を公表いた

しましたけども、これを当てはめると、本市においては小学校22校のうちほとんどの学校がこ

の対象になって、中学校の統廃合は今考えられませんけども、統廃合の考え方について、その

手引以降、考えが変わったのか、それとも今までどおりなのか、その辺のお考えを改めてお伺

いしたいと思います。 

   （教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 白石教育次長。 

              〔教育次長 白石欣也君 登壇〕 

○教育次長（白石欣也君） 今、議員御指摘いただきましたが、文科省はことし１月に、公立小中

学校の統廃合に関する手引案を公表をされております。 

   統廃合についての本市の考え方ですが、三次市立小・中学校の規模及び配置の適正化という

ことで、平成22年８月９日に基本方針を教育委員会で定めております。その方針では、規模及

び配置の適正化の対象を小学校のみとし、中学校は対象としておりません。また、小学校の適

正化の検討をスタートさせる時期の目安を完全複式となった時点としました。この目安によれ

ば、現在４校が該当することになります。 

   ただし、学校規模適正化の議論は、各地域の実情を勘案し弾力的に検討することとし、適正

化に向けた基本的な方策については、事前に保護者や地域住民の方に対して十分に情報を提供

し、共通の理解を深めながら、行政、保護者及び地域が議論を尽くして結論を出していくこと

としております。そして何より地域コミュニティを大切にし、地域の活気や教育力が維持され

るように進めることが大事であると考えております。 

   （12番 平岡 誠君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 平岡議員。 

              〔12番 平岡 誠君 登壇〕 

○１２番（平岡 誠君） これまでの適正化の基本的な考え方は変わってないということでありま

すけども、いわゆる小中一貫教育が今年度から全面的に開始をされるということで、この小中



－125－ 

一貫教育が統廃合の元というんですか、理由というんですか、そういうものにぜひともならな

いようにお願いしたいと思いますし、統合、廃合問題については、地元の保護者なり、地域の

方としっかりと話をしていただいて、やはり大きな地域のそういう意味ではコミュニティの拠

点でありますので、しっかりと考えていただくように重ねてこれはお願いをしておきたいとい

うふうに思います。 

   次に、４月より60年ぶりの教育委員会制度の見直しが行われまして、新しい教育委員会制度

となったわけでありますけども、この制度のもとで、先般５月14日に総合教育会議が開催をさ

れたわけであります。この会議の進め方や内容はどんなものであったのか、またその会議の中、

いわゆる首長が任命権なり罷免権を持って今回教育長を任命しとるわけでございますが、首長

と教育長の対立が起きたときにどう対応されるのかということでありますけども、ややもする

と教育の中立性が損なわれるのではないか。いわゆる、かつての政治的な介入がどんどん進ん

でいくんではないかというような危惧ですか、そういうものもするわけであります。特に、任

命権とか罷免権を首長が持っておりますので、その辺はどういうふうになるかということを聞

かせていただければというふうに思います。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） 地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正をされまして、本年

４月１日から全ての地方公共団体に総合教育会議の設置が義務づけられております。この会議

の招集は首長が行い、会議は原則公開とされているところでありますが、この会議の協議・調

整事項といたしまして、これも法律で定められておりますけども、教育行政の大綱の策定にか

かわること、そして教育の条件整備など重点的に講ずべき施策、３点目としては、児童・生徒

等の命にかかわることについてが協議・調整事項として挙げられておりまして、この３点にわ

たって市長と教育委員会の両者で協議・調整を行うことによって教育政策の方向性を共有し、

一致して執行に当たるということでございまして、当然今回の法改正の中で首長の教育行政に

果たす責任や役割が明確にされましたけども、教育の政治的中立性、継続性、安定性は引き続

き確保をしていく考えでございます。 

○１２番（平岡 誠君） もし、市長と教育長の対立の。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 藤井部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） ただいまも御説明をいたしましたが、協議・調整事項というのは、そ

の３点をしっかり協議・調整をしていこう。その中で、両者が政策の方向性を共有して、一致

して執行に当たるということを目的としておりますので、しっかりその協議の中で調整を行っ

ていくということを前提として考えております。 

   （12番 平岡 誠君、挙手して発言を求める） 



－126－ 

○議長（沖原賢治君） 平岡議員。 

              〔12番 平岡 誠君 登壇〕 

○１２番（平岡 誠君） ぜひそういうふうにしっかりと話をしていただいて、いろんな協議がで

きるように。いわゆる上下の関係で、教育長と市長があってはならんと思います。やはり市長

は教育行政、いわゆる教育環境の整備をすると。そして実践的に、具体的には教育長が学校運

営をしていくというたてりはきちっとやっていただいて、やはり政治的な介入が進まないよう

なシステムというのはしっかりとやっていただければというふうに思います。 

   そして、この中身のちょっと具体的なもの、学びの風土づくりプランという、これダイジェ

スト版でありますけども、三次市は、めざす子ども像ということで、ふるさと三次を愛し、誇

りに思い、夢を持ち、学び続ける力と社会の一員として積極的に貢献する志を持った子どもを

育てますという形で、中身として具体的にふるさとに誇りを持ちというのは、ふるさと教育を

どういうふうにこれから進めていく、小中一貫教育の中で進めるのかということと、やはり今、

大きく英語の問題が非常にクローズアップされております。今、小学校５年、６年が必修化を

されておりますけども、今度、2020年度までに小学校３・４年生が必修になって、５年生から

は教科にする方針だとか、あるいは2019年度から中学校３年生に英語も全国テストを実施する

ような方向で今出されておりますけども、このふるさと教育と、そしてこれからの英語教育、

この２点についてもし御答弁いたければお願いしたいと思います。 

   （教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 白石次長。 

              〔教育次長 白石欣也君 登壇〕 

○教育次長（白石欣也君） まず、１点目の地域学習への取り組みということで、小中一貫教育は

今年度から本格実施ということで進めていきますが、その中で「ふるさとを愛し、誇りに思

い」という教育をしていくということで、既に昨年度までにいろいろな各学校で、小中連携で

地域教材の掘り起こし、あるいは地域の方々にいろいろお話を伺う学習等を取り組んでおりま

す。そういったことを今後も小中一貫教育の一つの大きな柱として取り組んでいくよう、各学

校、中学校区でも今年度も計画を立てているところでございます。 

   それから、２点目の小学校の英語教育の推進ということでございます。本市は、第２次総合

計画にも掲げておりますように、英語教育日本一を目指していきたいということで、学校現場

も精力的に取り組んでおるところでございますが、小学校におきましては、現在、ＡＬＴを

９名配置しておりますが、小学校にもかなり積極的に、中学校だけでなく進んで事業に参加し

ておりまして、小学校の教員と連携し、５・６年については外国語の時間は当然進めておりま

すが、４年生以下に対しても、学校で若干差はありますが、学期に数回程度、外国語に親しむ

授業ということで取り組みを進めております。今年度は３年生以下も、１年、２年、３年生と、

小学校についてもできるだけその時間を確保し取り組みを進めるように考えておるところでご

ざいます。 

   （12番 平岡 誠君、挙手して発言を求める） 
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○議長（沖原賢治君） 平岡議員。 

              〔12番 平岡 誠君 登壇〕 

○１２番（平岡 誠君） ふるさと教育について、今、福山市でも今年度からふるさと学習に副読

本という形で、ふるさと学習に小中一貫教育の柱として力を入れるということで今年度から進

めておりますし、安芸高田市の教育委員会も郷土学習へ初の副読本という形で、今出されてお

るようであります。 

   それから、また先般、新聞読みますと、やはりふるさと教育をしっかりすることによって、

子どもたちはＵターンをしてくるとか、地元へ定着するとか、そういうことが言われておりま

すので、ぜひともしっかりとこの辺は取り組んでいただいて、三次ですね、若い者が定住して

いくような方向をぜひ続けていってもらいたいと思います 

   そして英語教育については、私も奨励をしっかりしなさいというところまではよう言いませ

んけども、やはりもちろん国語の大切さというものもあわせて、これは１年生からしっかりと

やっていって、前も言いましたように、日本語の難しいところはあると思いますけども、やは

り日本語のすばらしさというものも、これは同時にしっかり子どもたちに身につけるような教

育をしていただきたいということを強くお願いをしておきたいと思います。 

   それでは次に、去る６月17日に、今国会において選挙権が、いわゆる20歳以上から18歳以上

に引き下げられる公職選挙法が改正をされたわけでございます。それに伴って、来年、参議院

選挙から実施になるということでありますけども、18歳、19歳が全国で240万人の有権者がふ

えるということになっております。一遍に、それは高校生が対象になると思いますけども、小

学校あるいは中学校から主権者教育とか有権者教育とかと言われておりますけども、そういう

ものを今後しっかりと取り組んでいかなければならないだろうと思います。 

   この間も、三次市としては、青年会議所が取り組ますこども議会とか、あるいは今後予定が

あるかないかわかりませんけども、実際に候補者を立てて模擬投票をしてみるとか、そういう

ことが今後必要になってくるんだろうと思います。政治的な中立性というものは保っていかな

ければなりませんけども、教育基本法の14条には政治教育について載っておりますけども、こ

れが若干見直しも必要な状況になるんだろうと思いますけども、この辺の主権者教育を小学生、

中学生に対してどうしていくのかという考えなり、あるいは今問題になっております成人の位

置づけ、民法で言うところの成人、さらにはこれは20歳以上と、そして少年法、20歳未満とい

いますかね、この辺についても、もし考えがあればお聞きしたいと思います。 

   （教育長 松村智由君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 松村教育長。 

              〔教育長 松村智由君 登壇〕 

○教育長（松村智由君） 有権者教育にかかわっての御質問でございますけども、子どもたちが社

会の中で自立し、他者と連携、協働しながら、生涯にわたって生き抜く力や地域の課題解決を

主体的に担うことができる力を身につけさせるため、多様な課題に対応した教育を学習指導要

領にのっとり実施しているところでございます。さらに教育委員会では、選挙の話や模擬投票
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を行う選挙、出前講座の活用を各学校に紹介しております。実際に、児童会あるいは生徒会の

役員選挙の際、選挙管理委員会から投票箱をお借りして投票している小・中学校もあり、選挙

に関する教育の充実を図っているところでございます。 

   有権者としての意識を育む教育は、社会の一員として積極的に貢献する志を持つという面に

おきましては、三次の夢人にもつながると考えているところでございまして、今後も指導の充

実を図っていきたいと考えております。 

   また、法的な成人の位置づけについてでございますが、平岡議員のおっしゃるように、民法

第４条には年齢20歳をもって成年とするとあります。また、少年法におきましても、その第

２条には、少年とは20歳に満たない者、成人は満20歳以上の者と規定をしてございます。 

   ただ、これについて、20歳と18歳のいずれかが適当と言及するということにつきましては、

現在のところはできておりません。そういうところで御判断をいただければと思います。 

   （12番 平岡 誠君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 平岡議員。 

              〔12番 平岡 誠君 登壇〕 

○１２番（平岡 誠君） これから具体的に文科省なり、あるいは県教委とか市教委の中で、どう

主権者教育、有権者教育をしていくかという部分をしっかりと取り組んでいただきたいと思い

ますし、やはりせっかく240万人の有権者がふえても、若者の投票率が上がらんかったという

ことでは意味がないわけでありますが、もちろんこれは憲法改正に向けた国民投票のほうの18

歳というのが規定にあって、この改正が進んだわけでございますので、なかなか政治意識もそ

こまで上がって、18歳になったということではないんですけども、しっかりと若者の投票率を

上がるように、小学生、中学生から政治意識の高揚に向けて取り組んでいただきたいというふ

うに思っております。 

   それでは次に、教育現場へのタブレットの導入の考えはということで、私はこういうのは苦

手なとこでございますが、新聞の見出しに、教科書のデジタル化、あるいは教室デジタルの波、

市場1,000億円超、新教材次々開発ということで、展覧会というんですか、タブレット端末と

か、あるいは電子黒板というものがどんどん導入をしていく宣伝が行われて、音楽の時間もそ

れで正しい音程とか、英語の発音とか体育の練習とか、友達の関係とか、そういうものに利用

していくんだということで言われておりますけども、本市としてもそういったＩＴ化の中でタ

ブレット化の進んでいく方向というのは検討されたことがあるんかないんか、お聞きしたいと

思います。 

   （教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 白石次長。 

              〔教育次長 白石欣也君 登壇〕 

○教育次長（白石欣也君） タブレットの端末の導入ということで、本市としまして、今年度、小

学校、中学校のパソコン教室のパソコンを交換すると、入れかえるということで、当初予算を

２億円ほど計上させていただいておりますが、その中で中学校についてはタブレットの端末を
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導入する計画でございます。 

   （12番 平岡 誠君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 平岡議員。 

              〔12番 平岡 誠君 登壇〕 

○１２番（平岡 誠君） 今の時代の流れから言えばそうなるんかもわかりませんけども、今、非

常に年金問題の漏れとか、どうも私はあんまり賛成はできんのですけども、そういう流れの中

で取り組まれるんでありますが、しっかりとその辺の教育も、子どもたちに、いいこと、悪い

こと、メリット・デメリットあると思いますので、その辺をしっかり教えていって取り入れて

いただきたいと思います。 

   次に、市内に県立の中高一貫校の設置をこれまで要望されて、これまでも幾度となくお話は

聞かせていただいておりますけども、今日までの経過と見通しについてお伺いしたいと思いま

す。 

   （教育長 松村智由君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 松村教育長。 

              〔教育長 松村智由君 登壇〕 

○教育長（松村智由君） 県立の併設型中高一貫教育の誘致については、広島県に対し、昨年の

１月と５月にも提案書を提出いたしているところでございます。これらの提案では、市長、議

長とともに、商工会議所会頭も民の代表として共同提案者となっています。また、昨年７月に、

広島県へ提出した主要事業提案書の中でも、県立の併設型中高一貫教育について要望をいたし

ております。今年度も引き続き要望をしますが、今のところ広島県から具体的な情報提供はご

ざいません。今後も、議会、商工会議所としっかりと連携し、県立の併設型中高一貫教育校の

誘致に取り組んでまいります。県からの情報提供がございましたら説明をさせていただきます。 

   （12番 平岡 誠君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 平岡議員。 

              〔12番 平岡 誠君 登壇〕 

○１２番（平岡 誠君） それはまた今後とも、状況についてはまた逐一お知らせをいただきたい

と思います。 

   この教育問題の最後ですね、ことし４月に開校した、いわゆる県内初の中等教育学校が人気、

はや熱気とか書いてありますけども、三次は中高一貫教育の設置を要望しとるわけであります

けども、ことし開校した広島市立の広島中等教育学校というものが開校したんですけども、こ

れは中高一貫教育校との違いというのはあるんでしょうか。お聞きしたいと思います。 

   （教育長 松村智由君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 松村教育長。 

              〔教育長 松村智由君 登壇〕 

○教育長（松村智由君） 中等教育学校についてお問い合わせでございますが、今、議員がおっし

ゃいましたように、中高一貫教育の実施形態について見てみますと、中等教育学校の形をとっ
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ているもの、それから併設型の中学校、高等学校の形をとっているもの、もう一つ連携型の中

学校、高等学校の形をとる、この３つの形態がございます。 

   中等教育学校は、１つの学校として一体的に中高一貫教育を行うものでございます。中等教

育学校の修業年限は６年とされており、前期、後期各３年に区分されております。中等教育学

校では、義務教育として行われる普通教育及び専門教育を一貫して施すことを目的といたして

おります。 

   本市が要望している県立の中高一貫教育校は、先ほど申し上げました３つの中の併設型の中

学校、高等学校でございます。広島県が設置する中学校及び高等学校において中高一貫教育を

行うものでございます。 

   （12番 平岡 誠君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 平岡議員。 

              〔12番 平岡 誠君 登壇〕 

○１２番（平岡 誠君） あわせて、先般６月17日に、これも国会で学校教育法いうんですか、改

正されて、いわゆる小中一貫校が国によって制度化をされて、特例でなくしてもう制度化をさ

れていくということで、この名称が義務教育学校というふうになるというんですけども、今言

われております小学校、中学校というんですが、今度は三次市としては義務教育学校という呼

び方で呼ぶようになるんですか。その辺をお聞きしたいと思います。 

   （教育長 松村智由君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 松村教育長。 

              〔教育長 松村智由君 登壇〕 

○教育長（松村智由君） 義務教育学校というのが文部科学省のほうから示されているところでご

ざいますけども、本市が現在取り組もうとしているのは、従来どおりの小中一貫教育の学校で

ございます。この示された義務教育学校というのは、１つには小・中の６年間と３年間、９年

間を一体的に考え、また教育内容の例えば前倒しをして実施をするなどの形がとれる、いわゆ

る特別な形をとるものでございます。現在、本市が考えているのは、これまでの小中一貫教育

でございます。 

   （12番 平岡 誠君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 平岡議員。 

              〔12番 平岡 誠君 登壇〕 

○１２番（平岡 誠君） もう時間がちょっとなくなったんで、最後の質問に行きたいと思います。 

   最後の質問は、いわゆる共生型福祉施設「宅幼老所」の開設についてということでお伺いし

たいと思います。 

   超高齢化社会を迎えた今日、高齢者の快適な暮らしをサポートするさまざまな施設が存在す

る中ですが、中でも近年注目が高まりつつあるのは共生型福祉施設「宅幼老所」です。世代を

超えて高齢者と子どもが触れ合える場所であります。宅幼老所の取り組みが全国に広がってお

ります。 
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   本市においても少子高齢化が進む中で、第７期の高齢者保健福祉計画、第６期の介護保険事

業計画が策定をされておりますけども、健康寿命を延ばしたり、生きがいを見出したりする取

り組みが行われております。医療介護総合推進法によって、要介護度が低い要支援１・２の方

に向けて給付サービスの一部が介護保険の見直しによって市町村に移行されるわけであります。

いわゆる介護予防・生活支援サービス事業は、今後３年かけて移行されていくわけであります

けども、ぜひともこの宅幼老所の設置というものを今後考えていく必要があるんだろうと思い

ます。核家族化が進む今日、高齢者の方と子どもたちがこの施設に集うことで、温かな時間を

過ごし、人と人とが幸せな気持ちでつながり、幸せな気持ちで１日を過ごせる、意義ある事業

と言えます。 

   2025年で700万人の人が、いわゆる５人に１人が認知症になると言われておりますけども、

また介護難民も提起をされておりますけども、この未来の高齢者、そして保育に将来展望が持

てるものとして、私は非常に関心を持っているんですけども、市としてのこの宅幼老所につい

ての研究あるいは検討、先進地の視察、そういったものについてのお考えがあればお聞かせい

ただきたいと思います。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） 共生型の福祉施設、いわゆる宅幼老所についての設置の考えがな

いかという御質問であったかと思いますけども、まず宅幼老所の制度の考え方でございます。

これは従前から、いわゆる厚労省の事業の中で、既存のメニューの中にある補助メニューとい

いますか、それとあるいは保育所関係の補助メニューの組み合わせですね、いわゆる保育所、

高齢者、あるいは障害者の方が同じ施設の中で触れ合う場を設けるというような制度でござい

ます。 

   議員御指摘のように、核家族化が進んでおる今日でございますんで、そういった触れ合いの

場という場が必要になってきておるというのは感じるとこでございます。 

   ただ、制度上は、まず人的基準、あるいは施設の基準がございます。まず、介護の保険事業

におきましては、施設あるいは人員に関する基準がございます。また、保育所についても、保

育事業の施設基準、あるいは人員に関する基準をクリアする必要があるということでございま

す。つまり専門職でございますね。例えば、保育士であるとか介護職員については兼務するこ

とは難しいと。ただし一方では、事務職あるいは事務所、あるいは調理場というような形で兼

ねて行うことができるというようなメリットもございます。 

   そういう意味では、こういった事業を進めていくためには、専門職の確保であるとか、ある

いは保育の事業、さらには先進地の状況を勘案しながら慎重に研究をしてまいる必要があろう

かと思います。 

   もう一点は、本市の第６期介護保険事業計画に計上しております29年度までのハードの計画

の考え方でございます。具体的に、小規模多機能の居宅介護型の施設ということですね、これ
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が平成28年度１カ所、それから平成29年度１カ所ということで、現在２カ所建設といいますか、

計画を持っておりますけども、これは民設民営というものを基本にしております。したがいま

して、具体的には運営をしていただく方針の方の意向といったことも勘案していくというよう

なことも検討するということがあろうかと思います。 

   いずれにしましても、議員御指摘のように、高齢者と子どもがお互いに触れ合いながら、高

齢者にとっては精神的な安らぎの場として、子どもにとっては社会性を育む場としては大変重

要な御提言だろうと思っておりますので、具体的な調査研究等も行ってまいりたいというふう

に思っております。 

   （12番 平岡 誠君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 平岡議員。 

              〔12番 平岡 誠君 登壇〕 

○１２番（平岡 誠君） ここへ宅幼老所の推進とか活用イメージがあるんですけども、通所介護

と家庭的保育事業と地域型保育・子育て支援モデル事業がドッキングするとか連携するとか、

子どもの一時預かりもそこへドッキングするとか、今言われました小規模多機能型居宅介護も、

保育所の分園によって連携をしていくというようなイメージ図がありますけども、これも民設

民営の中、保育所に近いところもやっていただければというふうに思います。 

   ここへ全部でいろんな施設があるんですけども、子どもたちが近くにいるだけで高齢者の

方々は笑顔になります。子どもたちは、頭をなでられ握手を求められたりすると、うれしくて

いたわりの気持ちを持つことができるようになりますというようなことで、利用者、家族の声

も非常に前向きにやられております。ぜひ研究、検討を重ねていただきたいと思います。 

   以上で私の質問を終わります。御清聴ありがとうございました。 

○議長（沖原賢治君） 順次質問を許します。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） 市民クラブの竹原でございます。 

   何点か質問をしたいと思いますが、きょうはちょうど沖縄慰霊の日ということで、６月23日、

きょう11時50分から慰霊の式典が行われるということであります。沖縄戦で亡くなられた方は

14万人と言われてますし、その追悼と平和を祈る日として、きょう行われるわけであります。

そういう、ちょうど今の日本の状況、残念ながら戦争立法が制定されるんではないかという、

非常に危惧をされるときではありますが、しかし沖縄で唯一の地上戦と言われてます、そうい

う、きょういみじくも質問できるということで、また新たに平和のとうとさを改めて取り組ん

でまいらなくてはならないということを思っとるとこであります。 

   そういう中で、ことしはちょうど戦後70年、被爆70周年ということであります。今、歴史が

非常に問われて、隣国の中国、韓国との外交ということで非常に危惧する状況でありましたが、

昨日少し好転をすると、韓国との外交が少し進んだなという思いはありますが、しかしまだ完
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全に隣国との未来をちゃんとしていこうということにはまだなってないのが残念なとこであり

ますが、そういう中でこの安保法制案が今提案をされてるとこであります。 

   これが憲法違反であるということは、昨日も元内閣法制局長官の２人が、明らかに違憲であ

ると。外国での戦闘は認められない、憲法にそない書いてある。憲法９条には、「日本国民は、

正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇又

は武力の行使は、国際紛争を解決する手段として、これを永久に放棄する」としておりますし、

さらに２項めには、「前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。

国の交戦権は、これを認めない」ということで憲法９条が制定され、戦争の放棄をうたってい

るわけであります。 

   この憲法９条を勝手解釈をして、他国防衛のために出れるという、戦争ができるという法を

今つくるべきでもありませんし、これは廃案をしてもう一度よく憲法をかみしめ、さらにどう

しても戦争をしたいんなら、この憲法９条を戦争できる憲法に変えるしかないわけであります

から、憲法違反のままこの法が通るということは、横暴は許されないということであります。

国民のいろんな調査によると、低いところで56％の反対、高くは72％の人が反対をしてるとい

うこの安保法制案、ぜひとも廃案になるように、延長国会になりましたが、ぜひともそういう

ことになればというふうに思っておるとこであります。 

   その前の憲法学者、多くの憲法学者は憲法違反だというふうにもう明言をしてるわけですか

ら、そういう民意をしっかりと我々も捉えながら、また国もしっかりとした議論をして平和主

義を脱ぎ捨てるようなことがないように、戦争のできる国ということにならないように、ぜひ

とも取り組まなくてはならないと国民の１人として思うわけであります。 

   そういう中で、またもう一点、戦後70周年の談話も出るとこでありますが、三次市としてこ

の戦後70年、被爆70周年の取り組みとして、毎年、三良坂の平和公園で祈念事業をやられて、

平和の日の灯籠づくりや、コーラスや被爆者の方の聞き取りとか、さまざまやられてますが、

戦争の記憶ということで、浄土真宗の三次組の取り組みとして、平和の願いということで俳句

や短歌、詩、エッセーなどを募集をして、平和な社会を次につなげようという取り組みもされ

ております。連合も、労働組合的にも心が震うような取り組みをせないけんということで、こ

の70年を平和への歩みをさらに強めようということで取り組みをされるということであります。 

   三次市も、ぜひとも短歌、詩、俳句、エッセー、書や絵画、彫塑、写真など、市民募集など

をして、ぜひとも平和の取り組みを進めていただきたいというふうに思っています。もう他市

では、いろんな取り組みをされてますんで、今の平和の危機感の中から、地方創生ということ

でありますが、平和の危機を地方からやはり返すと、反対をしていくと、平和を求める表現を

未来に託すという取り組みがぜひとも行われるべきだと思いますが、通告はしておりませんが、

もし三次市の基本的な考え方があればお聞きをしたいと思いますが。 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員、次行ってください。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） はい。それじゃあ、ぜひとも平和の取り組みを取り組んでいただきたいと
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いうことを申し添えて、それでは質問に入りたいと思います。 

   まず、第１項目めに、人権教育・啓発に関する取り組みについてお尋ねをしたいと思います。 

   アメリカのバージニア権利章典が1776年、今から239年前に人権宣言と言われるものが出て、

世界的には大きくフランス人権宣言、そして世界人権宣言、1948年12月10日、これは人権週間

として日本でも定着をしてるとこであります。こうした個人の自由、権利の宣言というものは、

やはりしっかりと取り組まなくてはならないというふうに思っております。人間の幸福追及、

生きていく権利ということで、さまざまな権利を獲得をしてきたわけでありますが、それにつ

いて、今、三次市の、本市の学校現場で人権教育について、また平和教育について、内容、方

法、これまでの実践がどういうふうにされているのかお尋ねをしたいと思います。 

   （教育長 松村智由君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 松村教育長。 

              〔教育長 松村智由君 登壇〕 

○教育長（松村智由君） 学校における人権教育についてということでのお問い合わせでございま

すけども、学校における人権教育につきましては、児童・生徒一人一人に人権尊重の精神が育

まれることを目的としてとり行っているものでございます。 

   内容といたしましては、人権教育の目標と各教科等の目標や狙いとの関連を明確にした上で、

それぞれの特質に応じ、教科活動全体を通じて、児童・生徒が学ぶこと、生きることの意義や

とうとさを実感できる教育を充実させることといたしております。また、指導に当たりまして

は、個に応じた指導を充実して、一人一人が大切にされる事業などを通して、人権意識などや

実践力を身につけさせることを留意しているところでございます。 

   三次市の過去３年間の実績につきましては、平成24、25年度に、君田中学校が文部科学省人

権教育研究指定校として、人権が尊重される授業づくりや関係づくりなどに取り組み、自分や

友達を大切にして、ともに高め合い、学力の向上を図ることができました。また、君田中学校

の取り組みを市内全体に広げることもいたしております。昨年度は、市内全小・中学校におい

て人権教育全体計画を作成し、今年度はそれに基づいて指導を行っています。また、人権教育

については、全校対象の研修を教育委員会主催で行っております。なお、平成27、28年度にお

きましては、河内小学校が文部科学省の指定を受けて研究を行うことといたしております。 

   もう一点、平和教育についてでございますけども、学校教育における平和教育は、学習指導

要領にのっとり、児童・生徒の発達段階に配慮した上で、自他を尊重し合い、我が国の社会や

文化に対する理解と愛情を深めるとともに、国際理解や国際協調の視点に立ち、恒久平和を願

い、国際社会に貢献する人づくりを進めることを基本といたしております。 

   その際、留意してることは、本県が人類史上最初の被爆県であり、世界平和を同時に発信を

していくという拠点として期待をされていること、また教育の中立性を確保することに配慮い

たし実施をいたしております。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 
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              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） 昨年度の人権教育・啓発白書が出されて、人権尊重される豊かで安心でき

る成熟した社会の実現を歩み続けなくてはならないということで、文科省と法務省との共同で

その提案がされております。 

   それで残念ながら、この人権侵害事件というのは、年間約３万件ぐらいが起こっておるわけ

で、さらにことしの２月の川崎市で中学校１年生の子どもが亡くなるということ、いじめや暴

力によって亡くなるということが起こっとるわけであります。ですから、実効性のある人権教

育でなくてはならないと。三次で言えば過去３年聞かせてもらいましたが、全国各地でこうい

う取り組みが、やらなくてはならないという、号令というか、国からのことはありよるわけで

す。しかし残念ながら、全国でも３万件を超える人権侵害事件というのが起こってますし、そ

れから今あったように命を亡くすということもあるわけです。 

   そこで、そうした具体的な取り組み、花を皆さん手向けられて、我々大人にできることは何

だったんだろうかということを報道でもありましたが、そこで悔いるんじゃなくて、その前に

しっかりとした、人を大切にすること、人間は幸福に生きねばならないということをしっかり

とやっぱり学習を積み上げなくてはならないと思いますが、そのあたりは具体的なものとして

どうなのか、お尋ねをしたいと思います。 

   （教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 白石教育次長。 

              〔教育次長 白石欣也君 登壇〕 

○教育次長（白石欣也君） 人権教育、学校における具体的な取り組みということですが、各学校

では、各教科とそれぞれの特質に応じて教育活動全体を通じて指導をしております。児童・生

徒が主体的、協力的に活動できる学習活動を通して、自分の大切さとともに、ほかの人の大切

さを認めることができる感性や人権感覚を高めることを目指しております。 

   例えば、６年生の社会科におきましては、我が国の政治の働きについて、民主政治は日本国

憲法の基本的な考え方に基づいていることや、日本国憲法は国民としての権利及び義務などの

国家や国民の基本を定めていること等を学んでおるところでございます。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） やはり足らないと思うんですよ。非常におろそかに、人権、国そのものが、

総理大臣そのものが人の命を大切にするような発言をしない国になってますから、それがやっ

ぱり非常に危ないことになってるんじゃないかなということを改めて思ってますんで、国がど

うあろうと、三次市は本当に人の命が大切にされたり、人と人をちゃんと認め合うということ

を取り組まなくてはならないと思いますんで、ぜひとも学校現場で今のうちにしっかりとした

教育をしていただきたいというふうに要望をしとくとこであります。 

   それから２点目に、人権啓発についてお伺いしたいと思います。 
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   私は、公民館活動の一環で、社会教育で住民の成熟度を上げるために取り組みを行っており

ましたが、25年度、国が示した17点の重点項目についてどういうふうな取り組みが三次でなさ

れたのかお尋ねをしたいと思います。 

   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） 法務省が示しております17項目につきましては、人権はその内容、

分野が幅広く、より専門的な内容で研修を充実させるために、それぞれの市の担当部署が多く

の市民や任意の団体を対象にした専門研修会を積極的に開催をしているところでもございます。

特に、障害者の関係、認知症、高齢者、児童虐待、ＤＶ等の女性の人権、男女共同参画をテー

マとしたものでは、各研修会のほか、パンフレット、ポスター、チラシの作成、また広報みよ

しへの掲載を行っているとこでもございます。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） 国が示しとる17の課題ということでありますんで、ぜひとも引き続きこの

取り組みをやっていただきたいというふうに思ってます。 

   特に、これを進める職員の研修がやられてるんかなというのを非常に心配なんです。たまた

ま私はよく知らないのかもしれませんが、職員研修が、例えば３年間でこの17の国が示してる

項目について研修がなされたのかどうなのかお尋ねをしたいと思います。 

   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） 職員の人権意識の醸成につきましては、各担当部署を通して、業

務の中で市民とともに研修を図る場を提供する中で職員の参加を促してるとこでもございます。

また、職員対象の官職研修では、３年間、セクハラ、パワハラを毎年研修項目に入れておりま

すし、一般職員については職員ポータルを利用して、セクハラを含むコンプライアンスの啓発

を行ってるとこでもございます。それぞれの取り組みが多くの職員の参加により実施されてお

り、啓発効果が上がるように今後とも工夫をして取り組んでまいります。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） 十分にされてるというふうには、ちょっと認識をしてません。やはりこの

項目について、本当に国にして、国がどうこういうことでありませんが、その地域に即したや

はり地域課題もありますから、しっかりとして研修をしていただきたいというふうに思います。 

   特に、憲法でも言われてますように、地方自治の本旨に基づいて、やはりその保障というの
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が住民の福祉の向上、それから安定、これを行政が積極的な施策として展開するということが、

国でなくて憲法の92条から94条ですかね、その間にちゃんと書いてますから、行政がしっかり

とした展開をやられることを、きょうのところは要望で、今後しっかりとした実績を見ながら

また改めてお尋ねをしたいというふうに思います。 

   それでは、第２点目の地方創生の取り組みであります。 

   地方創生、地方創生といいますが、三次市とすればそういうまち・ひと・しごとづくりです

か、いうことでありますが、創生という言葉を辞書で開いてみたら、創生という言葉はないん

ですね。新たにつくった言葉だろうと思いますが、物をつくる、しんにょうを書いて「造る」

は、創造はありますが、創生というのはないんですね。そういう中で、三次市とすれば何を新

たにつくろうとされているのか。地方はここですから、どこから向かって地方なのかいうのが

よくわからない。東京に向かって地方なのか、東京も地方なんですね、本当を言えば。ですか

ら、その地域づくりというのが本来の中身だろうと思うんですが、三次市とすれば、今あるも

のを発展をして成長させようとされようとするんだろうと思いますが、まず地方創生の基本的

な考え方についてお尋ねをしたいと思います。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） 地方創生に関する基本的な本市の考え方ということでございますけれ

ども、御承知のように、本市では現在、人口減少、少子高齢社会への挑戦を基本といたしまし

た第２次の三次市総合計画に掲げております５つの取り組みの柱と４つの挑戦を軸にした施策

を展開をしているところでございまして、国が今進めております地方創生の諸施策を最大限活

用をさせていただきながら、この第２次三次総合計画を着実に実行をし、そして「しあわせを

実感しながら、住み続けたいまち～中山間地の未来を拓く拠点都市・三次～」を目指してまい

るというのが基本的な考え方でございます。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） この地域創生の取り組みは５年間ですよね。三次市は、今、藤井部長がお

っしゃったのは、総合計画は10年ですよね。だから、これはそこをどういうふうに整合性を持

って今度取り組んでいかれようとしてるのか、最後のとこでも聞こうと思っていますが、そこ

もやっぱり10年なら10年のスパンでちゃんと計画を立てて、予算的な、財政的な措置も含めて

取り組みをしていかきゃならないのじゃないかなというふうに思うんです。 

   ５年間たったら、財政的な措置はなくなりましたよいうんでは、これは何のことかわからん

ので、長期にわたって、初め地方創生、地方創生と言いますが、国が言うんじゃなくて、まず

この三次、まず地方、その地域がちゃんとした取り組みをするということが基本で、国が金を

出すけんやりなさいということだけでは、やはりこの地方創生の取り組みにならんのじゃない
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かなと。 

   一番心配なのは、きのうだったかですか、おとといだったか、ニュースを見よりましたら、

プレミアム商品券ですね、これは全国各地どこでもやりよんですよね。それを買って、またネ

ットで売りよるというようなことももう出ておったみたいですが、国が示したことをすぐ右へ

倣えというようなことでは地方創生にはならん、地域の活性化、地域を発展・成長させるとい

うことにはならんと思うんです。ですから、やはりしっかりとした、国が言うことを右へ倣え

でやるということは厳に慎まなくてはならないと思いますし、やるべきではないと。ですから、

しっかりとした計画を立てるべきだというふうに思います。 

   それで、今あったように、地域検証のスピードというのは各自治体でも違いますし、市長が

住んでおられる作木と私が住んでいる八次では、人口減少のスピードというのはもちろん違う

わけでありますから、やはりこの現状をしっかりと分析をしていかないけんのだろうと思うん

です。その中で、５月13日の全員協で、国が開発した地域経済分析システム、リーサスという

のを、人口やいろんな財政やらのことで、労働人口、それから三次市の出身の人がどこへ一番

転出したんかというのも、東京なのか、隣の安芸高田市なのかも全部出るんですね、これは、

この何年間で。広島市が一番多く出とるというような、リーサスということの活用ということ

もあろうと思うんです。 

   これは５年刻みですし、少し大き過ぎるんではないかなと。ですから、もう少しミクロ的に、

地域住民の顔が、隣のおじさんがどうしよるんかのというまでわからんと、なかなかこの人口

減少のスピードを考えていく中では、このリーサスだけではだめだと思うんですが、そのあた

りどういうふうに考えられとるのかお尋ねをしたいと思います。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） 人口ビジョンの考え方ということであります。リーサスの活用方法を

含めてということでございますが、まず人口ビジョンの考え方といたしましては、現在、素案

の作成に向けて作業をしておりますけれども、これは人口の現状分析とあわせまして将来人口

の推計と分析、そして人口の将来展望などの検討を進めてまいりたいというのが人口ビジョン

の基本的な考え方でございます。 

   人口減少の現状につきましては、総合計画を策定をする中で一定の分析は行ってきてるとこ

ろでありますが、市街地と周辺エリア、さらには各地域の中のそれぞれの地区によっても状況

が異なっているという認識は持っておりまして、御指摘のもっとミクロ的な分析という部分で

すけれども、先ほど申し上げたように、旧町村、あるいは市街地とその他のエリアに分けた分

析のほかにも、やはり事例的な分析などもそれぞれの地域の特徴的な取り組み、この間の取り

組みもございますので、そういった事例的な分析なども行ってまいりたいと思っております。

その中で、可能な限り各地域の実情に応じた分析を行うように考えているところでございます。 

   また、国の地域経済分析システム、リーサスの活用法ですけれども、もちろんこれは人口の
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ほかにも、産業でありますとか、あるいは観光分野といったことも載っておりますし、現在、

国が新たに、産業分野の中でも農林水産業であるとか医療・福祉に関するデータ等を追加をし

ようというふうにも伺っておりますので、そのようなデータも活用させていただきながら、し

っかり分析をしてまいりたいと考えております。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） リーサスをどう使うかはあろうと思いますが、これは批判的に使ったほう

がいいと思います。国が示したことですから、非常に危ない地域分析システムだなというのを

改めて思いますから、周辺と再度また合併したらいいんじゃないかいうようなところも何か出

とったみたいで、非常に危ないなというふうに、このリーサスの使い方については慎重に行う

べきだというふうに思っておるとこであります。 

   それでは、２番目の地域が生きていくための取り組みということでお尋ねしたいと思います

が、子育て支援、それから川西の郷の駅ですか、のような地域づくり、拠点づくりというのが、

やはり想定をされていってますし、こういう取り組みがやはり地域づくりになるんじゃないか

なというふうに思っています。その中で、特に子育て支援というのを強力に行うべきじゃない

かなというふうに思ってます。 

   そういう意味で、きょう、皆さんのお手元に資料をお渡ししてますが、子ども子育て世帯の

支援といいますか、子育て支援といいますかね、これをどういうふうにやっていくのかという

ことでちょっと提案をしたいと思いますが。 

   特に、家庭、出産、子育て、一番初めになりますが、それから乳児、幼児、それから小学校

の小学年、中学年、高学年、思春期ですね、中学生の思春期。それから高校生年齢、大学、専

門、それから社会人、高齢者という関係で、これを一体化したものを、一体化した組織づくり

というのがまず市の組織の中につくらないけんのじゃないか。これをまず、一生を通じて三次

市がどうこれを取り組んでいくか。それぞれのところで取り組んで、住みやすい町をつくるの

か。この地方創生、地域づくりということについては、特に人材育成、教育の中でもあるよう

に、ふるさとへという、ふるさと教育を充実するということでありますから、やはり教育との

連携も深めながら、もちろん市の事務、保育士さん、児童館の職員、それから教職員、それか

ら民間も含めた、全てを含んだ市の、これはよその市がつくられて、今、実働をされてますが、

これを各ブロックでつくって、先ほど平岡議員も提案をされたように、宅老所も含めた、全体、

こうしたコーディネート機能を持った、三次市が責任を持つ組織づくりというのをぜひとも、

これはきょういきなりの提案ですから、やりますもどうもないと思いますが、しっかりと研究

をしていただいて、こうした取り組みをしていただきたいというふうに思っています。 

   そういう中で、子育ての施策をどこまで踏み込んでできるのか。前回も提案をしましたが、

高校生までの医療費の無料化や、もう他市もやられてますが、大学生の支援策ということで、

これも看護師や医療関係にあるように、５年間三次市へ住み続けるということになれば、奨学
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金の返還をしなくていいという制度も、もう他市町村ではやられてるようでありますんで、ぜ

ひともこういう取り組みをやられるべきじゃないかと思いますが、子育て支援についてお尋ね

をしたいと思います。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） 現在、総合計画に基づきまして、４つの挑戦の内容ですけれども、御

存じのように定住対策、女性の活躍支援、子育て支援、地域協働による地域づくり、そして拠

点創造、地域の拠点、そして広域における拠点という取り組みが非常に重要だというふうに認

識をしております。その中の重要な１つに、いわゆる子育て支援というものを位置づけておる

わけですけども、本市の子育て環境の充実ということについては、出産・子育てしやすい街ラ

ンキングにおいても、全国的にも高い評価をいただいているところでありますけども、現在具

体的には不妊治療費の無料化の実施でありますとか、あるいは病児保育の開設準備などを進め

ているところでございます。 

   議員御提案の高校生、そして大学生といった部分については、具体的に今、事業化をすると

いったような計画はございませんけれども、何にいたしましても、先ほど説明したような、他

市よりも踏み込んだ施策も展開をしていこうとしてるわけですが、具体的にさらにどのような

ことをやっていくかということについては、現在、全部署を挙げて検討を進めているところで

ございます。 

   また、地方創生との絡みになりますけれども、市民を初め、関係団体や有識者の方々のお知

恵もおかりすることも必要不可欠という思いから、この地方版の総合戦略の策定に当たって、

三次市のまち・ひと・しごと創生市民会議も設置をさせていただいて、先般、第１回の会議も

開かせていただいておりますが、中でもこの市民会議の委員のうちに女性委員の割合が約46％

ということで、この思いは特にやはり女性の視点や意見を最大限に反映させていきたいという

思いで、このような構成とさせていただいていたところでありまして、この市民会議でしっか

りまた御意見もいただきながら、具体的な施策等について詰めてまいりたいと考えております。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） 地域づくりですから、そうした子どもたちの育ちをしっかりと取り組むと

いうことが必要だろうというふうに思ってます。 

   特に、教育が果たす役割がすごく大きいと思うんです。ですから、ぜひともこの地域づくり

の中、教育のところで新教育長になられたんで、ぜひともまた三次へ住んでいいなというよう

な取り組みをやっていただきたいというふうに思ってます。 

   この前、６月の14日から、パーキンソン病と闘っている田坂さんという絵画展が、体も動か

んのですけども絵を描いて今やってますが、そこへ日野部長、白石次長、それから教育長も来
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ていただきましたが、そうした一つ一つ大切な取り組みといいますか、文化・芸術、歴史など

をやはり継承、発展をさせながら、住みよい文化の程度の高いまちづくりをしていかなくては

ならないんじゃないかと思ってますんで、ぜひとも地方創生、下請構想にならないように、国

の下請にならないように、ぜひとも内なるから発信ということを期待をしておりますんで、今

からしっかりとした取り組みをしていただきたいと。 

   特に、財政的に５年間ですから、基金にこれは積むことはできるんですかね。基金を積んで、

さらに後年度へ使うというこということの方法というのはできるんかどうかお尋ねしたいと思

います。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） 今回の国の地方創生にかかわる交付金等については、基金等に積むと

いうことはできません。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） 創意工夫をして、そのものを積むんじゃなくて、三次市が別途積めばいい

と。ほかの事業をしといて、そこで充てといて、余ったのを三次市が基金に積むという方法の

ほうができるんじゃないかと思いますが、それは財政当局がしっかりと考えていただいて、後

年度しっかりと使えるような財政的な裏づけもある取り組みを後年度もやればというふうに思

ってます。 

   それでは時間がないんで、３番目のマイナンバー制度、番号法についての問題点についてお

尋ねをしたいと思います。 

   マイナンバー制度、きのうも年金の漏えい事件で101万件ですかね、年金の情報を流出され

て、心配しておりました成り済まし詐欺があって、300万円の被害が残念ながらきのうかおと

とい起こったということであります。これは対応のおくれなどもあったみたいですが、そうし

た個人情報が漏えいするということがありますが、今後、三次市とすれば、このマイナンバー

制度、10月施行予定でありますが、どうされようとされるのかお尋ねをしたいと思います。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） 今後のいわゆる予定でございますけれども、９月議会に本市が保有を

しております特定個人情報、と申しますのは、先ほどの個人番号とリンクをした個人情報とい

うことでございますが、そういった特定個人情報の適正な取り扱いを定め、特定個人情報に関

する開示等の手続を定めるための個人情報保護条例の改正等について、議案の御提案をさせて

いただいて準備を進めたいというふうに思っております。その上で、10月からの個人番号の通
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知に備える予定でございます。 

   10月になりましたら、この個人番号、それぞれの方へ通知が参りますが、それとともに個人

番号カードの交付申請書が送られるという予定になっておりまして、カードの交付を希望され

る方については来年、平成28年の１月以降、本人の確認をした上で、そのカードを交付すると

いう流れとなっております。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） 10月から条例制定をせないけんのだろうと思いますが、中身について何々

情報をこのマイナンバーでとろうとされようとしてるのかお尋ねをしたいと思いますし、それ

から住民票のある人全てということですから、オギャーと生まれた子どもから100歳を超える

高齢者も含めてでしょうが、全て写真入りのそうしたマイナンバーカードができるわけですか。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） 現在、このマイナンバーで該当になる、法律で定められたものであり

ますけども、社会保障の関係、例えば健康保険の関係でありますとか、あるいは税の関係など、

98項目が法で定められております。 

   もう一つが、個人番号カードは、これは交付を希望される方のみ交付をいたします。ですの

で、生まれた方から個人番号は付与されますが、これは個人番号は付与されるということと、

そしてお知らせということと個人番号を取得をするということはまた別のことになりますので、

番号そのものは全国民に付与されるということでございます。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） さまざまなところで利用されるということでありますんで、この個人カー

ドを持っとらんと、個人番号カードがないと不利益を生ずるという国のＰＲがありますが、そ

ういうことはない。ですから、受取拒否をするというか、要らないよという人は自由だという

ことですか、これは。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） 個人番号カードそのものを取得されるかどうかは御本人の意思に委ね

られておりますが、個人番号ですね、先ほど申し上げた、法律で98項目決まっているというふ

うに申し上げましたけども、そういう各種の手続には、その番号を記載をしていただくことが、

これは義務づけをされております。ですから、その個人番号カードを持たれていれば、それと
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本人確認ができれば手続はスムーズにいきますが、持たれていないということになると、御本

人が自分の個人番号カードを各種の申請の際に、そこに御記入をしていただかなければならな

くなるということになります。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） だから個人カードはやっぱり持っとかな不便を感じるということになるわ

けで、そういうことになれば安全性の問題、先ほど年金の流出問題もあるように、安全性の確

保が本当にできるのかどうなのか心配ですが、いかがでしょうか。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） それぞれの安全性の問題については、人の部分とシステムの部分と双

方あろうかというふうに思いますが、本市の考え方といたしましては、このマイナンバー制度

の導入に当たりまして、まず人の部分でございますが、職員がこの制度についてやはりよく理

解をしておく必要があるというふうに思っております。その上で、細心の注意を払って個人番

号を扱う必要があるわけでありまして、まずはこのことをやっていきたいというふうに思って

おりますし、この体制を維持し、情報管理の意識が薄れることのないように、やはり定期的に、

マイナンバー制度の内容でありますとか、あるいはこれに付随する罰則について職員研修を実

施するなど、職員の意識向上に努めるように取り組んでまいります。これが１点目でございま

す。 

   そしてシステム的な部分でございますが、情報の分散管理を基本としておりますけれども、

そのマイナンバーを行政機関がこの情報をやりとりをいたします。これは、１つにはＬＧＷＡ

Ｎといいまして、行政機関だけの閉じられたネットワークを１つは使わせていただいてるとい

うことと、もう一つは、この情報を行政機関がやりとりをするときに、そのマイナンバーを直

接は用いません。暗号化された形でやりとりをするといったことをシステム全体としてはその

ような構築をしております。さらに、これのアクセス権限についても厳格な運用が図られてお

りまして、システム面での、先ほど申し上げたようなセキュリティ対策をしっかりと行って安

全性を担保していきたいという国の考え方でございます。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） 時間もありませんから、ですが、一元管理でなくて分散管理だというのは

わかってますが、しかし今回、年金情報が漏えいしたということは、同じように、初めの人は

よかったんだそうです、初めの人は。だんだん異動なんかがあって、危機管理意識が薄くなっ

てこういうことになるということがありますから、やはり先進国の韓国とかアメリカも、もう



－144－ 

成り済まし詐欺やら個人情報の漏えいがすごくあるというふうに報告をされてますから、やは

り非常にこれは危ないんじゃないかなと思ってます。 

   この９月議会でまたお尋ねをしたいと思いますが、やはり問題が起こったときの責任をどこ

かの大臣が、うちには責任がないんじゃというようなことを言いよりましたが、年金問題で。

まさか三次市も、うちは責任がないですと言っちゃないと思いますが、責任はどうとるのかお

尋ねをしたいと思います。 

   （副市長 高岡雅樹君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 高岡副市長。 

              〔副市長 高岡雅樹君 登壇〕 

○副市長（高岡雅樹君） 問題が起こった場合の責任ということで御質問をいただきましたが、現

在、制度導入に向けての準備作業ということでございますので、問題を起こさないための責任

という視点でお答えをさせていただきたいというふうに思いますが。 

   本市は、先ほど総務部長のほうが申しましたが、マイナンバー制度導入に当たっては、職員

一人一人が情報のセキュリティ意識、これは情報の正確性、あるいは緊密性、さらには継続性

を維持するという意識でございますが、この意識を高めるとともに、制度について十分に理解

をし、細心の注意を図って個人情報を取り扱う必要があろうかと思います。この点で申します

と、当然に職員の果たす役割でございますし、責任ということが職員にあろうかというふうに

思っております。 

   また、この体制を維持し、情報管理の意識が薄れることのないよう、先ほどもございました

が、定期的にマイナンバー制度の内容や注意喚起などについて職員の研修を実施していく、引

き続いて職員の意識向上に努める、この取り組みを行っていくというのは組織としての責任で

あるというふうに考えております。 

   さらに三次市では、保有する情報資産の機密の保持、正確性及び継続性の維持などについて、

三次市情報セキュリティポリシーということで策定をいたしております。この中で、基本的な

方針でありますとか対策、さらには組織体制としての責任者、そしてその権限と役割、こうい

ったことも定めてきておるとこでございます。 

   いずれにいたしましても、技術的にも意識的にもセキュリティへの取り組みは終わりのない

ものというふうに認識をいたしておりますので、今後一層セキュリティの強化を進める中で、

個人情報保護に万全を期すという三次市の責任を果たしてまいりたいというふうに考えており

ます。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） 責任のとり方が、年金が300万円詐取されたというのが、きのうのニュー

スに出てましたが、そうなったとき誰が責任をとるんかということですね。そういうことが起

こらないように言っても、起こったわけですから、やはりもう一度立ちどまってよく考えて、
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三次市だけでこれを導入せんということはできんと思いますが、しっかりとした検討をやりな

がらこれを進めていくべきだというふうに思いますが、そこの基本的な考え方があれば教えて

いただきたいと思います。 

   （副市長 高岡雅樹君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 高岡副市長。 

              〔副市長 高岡雅樹君 登壇〕 

○副市長（高岡雅樹君） 議員御指摘のように、安全・安心という、個人情報の保護の視点から懸

念される声というのもございますし、先ほど御指摘のありました年金の漏えいといった、こう

いった問題も現実に起きてきております。 

   しかしながら、三次市のみがこの取り組みを後退させるということも非常に困難な状況であ

るというふうに判断いたしておりますので、三次市とすれば市民の皆様の何よりも大切な個人

情報でございますので、そういった保護の観点から、日々啓発を行う、あるいはお互いにそう

いったものの意識を高め合うということをしっかりとやらしてもらいながら、先ほどの繰り返

しになりますが、個人としての研修、それから組織としての風土づくり、こういったものをし

っかりと今まで以上にやっていかせていただくことで、個人情報の保護の万全を期してまいり

たいというふうに考えております。 

   （22番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（沖原賢治君） 竹原議員。 

              〔22番 竹原孝剛君 登壇〕 

○22番（竹原孝剛君） 誰も責任とれないようなものを導入をしないということで、やはり国へし

っかりと言っていくということも必要だろうというふうに思いますので、そうした市民を守る

という立場、市民をちゃんと被害に遭わせないいうことも三次市の取り組みだと思いますんで、

しっかりと取り組んでいただきたいと思います。 

   以上で私の質問を終わります。御清聴ありがとうございました。 

○議長（沖原賢治君） この際しばらく休憩をいたします。 

   再開は午後１時からとさせていただきます。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              ――休憩 午前１１時５０分―― 

              ――再開 午後 １時 ０分―― 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○副議長（福岡誠志君） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

   順次質問を許します。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 会派ともえの林でございます。今期定例会におきまして、議長のお許しを
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いただきましたので、大きく分けまして４点について質問させていただきたいというふうに思

いますが、ほとんどの質問がさきに質問された議員さんと重なります。私なりに質問をしてま

いりたいと思いますので、御答弁のほどよろしくお願いいたします。 

   まず１点目でございますが、空家等対策の推進に関する特別措置法についてお伺いいたしま

す。この特措法は、２月に一部施行され、この５月26日に全面施行されたものであります。本

市の空き家の状況についてまずお伺いしたいと思います。 

   全国に820万戸あると言われている空き家でございますが、本市にはどのぐらいの空き家が

存在するのか、あわせましてこの中で危険なものは何戸存在するのかお伺いいたします。さき

の本会議の質疑の中で御答弁もいただきましたが、本日は傍聴者の方もいらっしゃいますし、

確認の意味で再度お伺いいたしたいと思います。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 平成25年住宅・土地統計調査で、三次市の空き家の数は、別荘、賃貸

及び売却用の空き家を除き2,860戸確認されております。これまで危険である空き家であると

市が判断した件数は68件で、除却や修繕などによる解決済みが22件です。現在、市が把握して

る危険な空き家は46件でございます。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） もう少し状況についてお伺いいたしたいと思います。 

   本市は、空き家バンクを、売却制度を設けておりますが、状況についてお伺いをいたしたい

と思います。空き家バンクの登録件数、あわせまして賃貸、売買に至った件数についてお伺い

をいたします。 

   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） 本市の空き家バンクの登録件数は、先週の６月19日現在で25件で

ございます。今年度の成約件数は、この２カ月半で１件の３人でございます。昨年度の成約件

数は３件で７人でございます。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 空き家の数に対して、空き家バンクの登録件数は非常に少ないということ

がよくわかりました。 

   もう一点お伺いします。25年６月に、三次市老朽危険建物除去促進事業補助金が施行されま
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したが、申請件数とあわせまして助成の状況についてお伺いをいたします。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 三次市老朽危険建物除去促進事業補助金の申請件数と補助金の助成状

況についてでございますが、平成25年度の老朽危険建物認定申請が９件、そのうち認定された

ものが５件、またそのうち除去補助金交付件数は４件でございます。平成26年度は、老朽危険

建物認定申請が７件、そのうち認定が７件、そのうち除去補助金交付件数が２件でございます。

今年度におきましては、老朽危険建物認定申請が３件あり、３件全て認定済みです。補助金の

交付申請は、昨年度からのものもありまして４件ございます。２件について交付決定済みとな

っております。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） もう一点ほどお伺いします。 

   平成25年６月、これもそうなんですが、三次市空き家等の適正管理に関する条例が施行され

たわけでございますが、条例に定められているような助言または指導、また勧告、命令、公表

について行われた件数についてお伺いをいたします。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 平成25年６月以降、36件の管理不全な状態である空き家に対して助言

または指導を行っております。勧告、命令、公表についてはゼロ件でございます。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） ちょっとお伺いしますが、助言、指導で解決したというふうに解釈してい

いのかどうか、お伺いいたします。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 36件のうち５件が改善済みでございます。残りの31件につきましては、

継続して指導等を行っているところでございます。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 
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○14番（林 千祐君） 状況について少しお伺いいたしましたが、それではこの空家等対策の推進

に関する特別措置法が施行されたわけでございますが、市町村は国の基本指針に即した空き家

等対策計画の作成、またその他の市町村が実施する空き家等に関する施策を推進するための必

要な事項が定められたところでございます。これに関連して、今定例会では三次市空き家等の

推進に関する条例が提案されておりますが、この特措法への対応と課題についてお伺いいたし

ます。 

   特定空き家等に関する条例の要件について通告をしておりましたが、さきの保実議員の答弁

で、法律第２条２項の４項目について答弁をいただいたところであります。それをもとに、ど

のように特定空き家等を指定するのかについてお伺いいたしたいと思います。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 特定空き家となる具体的な要件でございますけれど、建物本体の老朽

度合いと外壁や屋根材の落下などで周辺に及ぼす影響度合い等総合的に判断することとなりま

す。周辺に及ぼす影響の度合い等ということでございますけれど、周辺の建物や通行人等に対

して悪影響をもたらすおそれがあるかどうか、また悪影響の程度と危険度の切迫性といったと

ころの判断になろうかと思います。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 今聞いてても曖昧なんですが、国の示しているこのガイドラインですね、

ガイドラインを見てみましても、いわゆる倒壊するおそれがある、また柱が傾斜している、基

礎に不同沈下があるとか、もっと言えば立木については近隣の道路等にはみ出して歩行者等の

通行を妨げているとか、非常に曖昧なガイドラインであるわけです。また、市街地の空き家と

山の中の一軒家、またそれでも危険度もかなり違ってくると考えるわけでございます。人の財

産へ、この建物は危険なものだというレッテルを張るわけでありますから、細心の注意が必要

であろうかと思います。具体的に、誰が、何を基準に、どの時点で決められるのか、再度お伺

いします。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 国のガイドラインでございますけれど、国のガイドラインにつきまし

ては、特定空き家等の判断の参考となる基準が示されておりますので、全ての自治体が一律に

なるものではないので、三次市としましても地域の事情を考えながら決定していきたいと思い

ますけど、その判断基準につきましては、具体的には空き家等対策計画の中へ盛り込んでいき

たいという考えでおります。その策定計画の作成に当たっては、協議会等の意見を聞くことに
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なっておりますので、そういった学識経験者も交えて決定していきたいというふうに考えてお

ります。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 今の答弁では、いわゆる市町村によっても基準も変わってくるだろうしと

いうことでございますが、逆に同じ市町村の中であれば、公平性からいってもちゃんと基準が

明確に示されて、御本人が納得いただけるような選定方法をとられないと、このことによって

不公平も考えられますので、そのことはきちっとやっていただきたいというふうに思います。 

   次の質問でございますが、先ほど少し部長のほうも触れられましたが、市町村における空き

家等対策計画の作成、あるいは協議会についてでございますが、さきの保実議員の答弁では、

空き家等対策計画については年内に素案をつくられるというふうにお聞きしました。計画の内

容はどのようなものを考えられているのか。先ほどいろいろありましたけど、それ以外につい

て。また計画の期間ですね、どのぐらいの期間を考えられているのか、これらについてお伺い

をいたします。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 空き家等の対策計画に定める事項でございますけど、１点目は空き家

等に関する対策の対象となる地区、また対象となる空き家等の種類、その他空き家等に関する

対策に関する基本的な方針、また計画期間、空き家等の調査に関する事項、所有者等による空

き家等の適切な管理の促進に関する事項というふうに、言えばまだ９項目ございますけれど、

これは国の指針に示された内容に基づいて策定していくと。今の策定の案ですね、一応、年度

内には素案ができるような形で進めていきたいというふうに考えております。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 昨日の質問にもありましたけど、年内と言わず早い時期に、また的確な、

皆さんによくわかるような内容にしていただきたいというふうに思います。 

   それでは、続きまして次の質問に移りますが、この特措法によりまして、特定空き家に対し

て除去、修繕、立木竹の伐採等の助言または指導、勧告、命令が可能になるわけでございます。

さらに、行政代執行による強制執行が可能となるわけでございますが、代執行を行うための要

件についてお伺いをいたします。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 
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○建設部長（上岡譲二君） 行政代執行をする場合の要件についてでございますけど、さまざまな

状況を総合的に勘案して妥当性を十分検討の上、慎重に行う必要があると考えます。なお、手

続については、全て行政代執行法の定めるところによります。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 代執行法の手続によるということで、それは別の法律で定められていると

いうことでわかりますが、きのうの答弁ですね、また現在の三次市の条例を継続してやってい

るということでございましたが、きのうの答弁で１年から５年ぐらいかかる場合もあるという

ような答弁でございましたが、これが緊急性を要する場合があろうかと思います。きょう、あ

したにでもやらなければならないという事例があろうかと思いますが、この場合、代執行をや

る場合どのような手続をとられるのかお伺いします。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 行政代執行をとる場合は、やはり手続をとっていかなきゃいけないん

で、緊急的なことが発生するというのは、緊急的な処置を行うことがまず大事だろうというふ

うに考えております。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 緊急的な措置いうのも、多分、代執行法にうたってあるんじゃないかと思

いますが、そういう場合にはそれなりの手続をしないと、あんまり危険が迫ってるということ

でございますので、それを拡大解釈するということはちょっと問題があるかと思いますが、緊

急を要する場合は危険を早く除去するという方向でやられるということになろうかと思います。 

   代執行による、例えば先ほどの除去、修繕等についてかかる費用についてお伺いしたいと思

いますが、この費用については、一時的には公費で負担するようになるのではないかと考えま

すが、当然当事者への請求はできることになると思います。当事者に対しては、支払い能力が

ない場合はどのようになるのか、またそれはそのまま公費で負担するようになるのか。代執行

をした場合に要する費用の調整についてお伺いいたします。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 行政代執行に要した一切の費用は、行政主体が義務者から徴収するこ

とになります。具体的には、作業員の賃金、請負人に対する報酬、資材費、第三者に支払うべ

き補償料などです。ただし、事前の調査費用等は生まれません。なお、代執行に要した費用に
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ついて支払いがない場合は、法的措置も考慮しながら対処していきます。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 支払い能力がある人は、自費でそれまでに撤去なり除去なりされると思う

んですが、ないからこういう代執行が発生するというケースになるんだと思います。当然、支

払い能力がない人になり得る場合が非常に多いと思いますが、それは法的な差し押さえとかそ

ういうのも含めて多分やられると思うんですが、そういう手続になるのかどうか、再度お伺い

いたします。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 費用の徴収につきましては、国税滞納処分の例による強制徴収が認め

られておりますので、代執行の費用については、市は国税及び地方税に次ぐ順位の先取特権を

有することになろうかと思います。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） それでは、代執行で除去、修繕する場合、中の動産が当然あると思うんで

すけど、その動産の扱いはどうなるのか。動産までは、この空き家等の措置法でも権限は及ば

ないと思うんですが、扱いについてお伺いいたします。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 代執行の対象となる特定空き家等の中に相当の価値のある動産が存在

する場合は、まず所有者に運び出すよう連絡し、応じない場合は保管し、所有者に期間を定め

て引き取るよう連絡することになります。また、所有者が不明な場合には、まず運び出すよう

公示し、連絡がない場合は保管し、期間を定めて引き取るような公示をすることになります。

動産の移送や保管場所にかかる費用は所有者に請求することになります。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） それでは次の質問ですが、13条に、空き家等、また空き家等の跡地につい

て活用が、努力義務でありますがうたわれておりますが、跡の活用について市のお考えがあれ

ばお伺いいたします。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 
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○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 空き家等及びその跡地の活用につきましては、空き家等対策計画を策

定する中で検討してまいりたいというふうに考えております。 

   それと、先ほど緊急対応の御質問がございましたけど、総括質疑のときにもちょっと答えた

んだと思いますけど、民法679条以下の事務管理におきまして、住民の生命と財産を守るとい

うところがありますので、そういった対応をさせていただきたいというふうに思います。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 計画の中でいうことだったんですが、市が買い取ってでも活用するという

お考えがあるのかどうか、その点についてお伺いします。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 空き家の活用の仕方にもよりますけれど、そこら辺の具体的なものが

出たときに、それはそのときに市として判断すべきだというふうに考えています。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 全体的なことでお伺いいたしますが、本市はこの特措法により、いわゆる

建物を除去、解体を進めるという方向でやられるのかどうか、積極的にこの法律の裏づけにお

いて空き家を除去、また解体をする方向でいかれるのかどうかお伺いいたします。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 特定空き家で周辺に悪影響を及ぼすようなものについては、全て解体

ということではありませんけど、除去も含めたり、修繕も含めたり、やはり周辺に悪影響を及

ぼさない施策は進めていくべきだと思います。 

   また、空き家の問題は、今の空き家を活用するということも、先ほどにもありましたけど、

活用ということも今回の計画の中でいろいろ作成していきたいというふうに思っております。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 部長が言われるように、まず人が住んでる家が空き家にならないような施

策、これを最初に行い、また人が住まないことによって特定空き家にならない工夫、空き家の
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活用、また先ほどお聞きしましたように空き家バンク制度の活用でありますとか、そういうこ

とを取り組んでいかなければならないと私も考えますが、こうなりますと横との連絡も当然必

要となりますし、また空き家が、人口をふやす中でどんどん空き家に人に入ってもらうような

施策ということになりますと、またこれらも横の連携も要ると思うんですが、そういうことを

含めて積極的に空き家を、つくって壊すんじゃなくて、空き家を少なくする取り組みを今後や

っていただきたいということを申し上げまして、次の質問に入らせていただきます。 

   ２点目でございますが、中国横断自動車道尾道松江線についてお伺いいたします。 

   本年３月22日に、待望の尾道松江線が全線開通をしたところでございます。本市もこれを機

に、交流人口の拡大でありますとか工業団地への企業誘致など積極的な施策に取り組んでいる

ところでもございます。 

   私も、ゴールデンウイークの５月５日にトレッタみよしに行ってみようと、家を車で出かけ

たわけでございますが、中央病院の前で大渋滞に巻き込まれまして、また渋滞を抜けて駐車場

まで行ったわけですが、駐車場が満杯で入れないというような、大変たくさんの人が行ってお

られたということが現実としてありました。 

   私が申し上げたいのは、この全線開通によりまして、並行して走っております184号線の交

通量は大幅に減少したと思います。吉舎町及び三良坂町を含む184号線の交通量についてお伺

いをいたします。 

   （建設部長 上岡譲二君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 上岡建設部長。 

              〔建設部長 上岡譲二君 登壇〕 

○建設部長（上岡譲二君） 吉舎町と三良坂町間の尾道松江線及び国道184号での交通量を調査し

たデータはちょっとないんですけれど、国土交通省の三次河川国道事務所が、ことし３月25日

及び３月29日に甲奴インターチェンジから吉舎インターチェンジの間と国道184号、これは世

羅町の安田において調査したものがありますので、その数値で報告させていただければと思い

ます。尾道松江線の利用交通量は、平日で１日当たり約7,000台、休日で約１万2,000台の利用

となっております。並行する国道184号、これは世羅町安田ですけど、開通前後の交通量は、

平日で開通前は１日当たり4,400台から開通後が1,800台と、約６割の減少となっております。

休日は、開通までが4,900台から開通後が1,700台と、約７割の減少となっております。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 私も、通告してからインターネットで少し調べてみました。３月のデータ

でなくて、これはゴールデンウイークのデータでございますが、同じく国交省が出しているも

のでございますが、たくさんの車が通っているようでございます。特に三良坂とか吉舎は、自

動車の通行が見えない高いところを走っておりますので、どのぐらいようけ走っているのかは

確認できないわけでございますが、ゴールデンウイークのピークの交通量で言いますと、184
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号線と、いわゆる尾道と三次の間でございますが、全体の交通量が約２倍にふえているという

ことでございます。１万2,800台、ゴールデンウイークのピークに通っていたのが２万4,300台

と２倍にふえているようでございます。 

   184号線でございますが、先ほど申し上げた１万2,800台が4,900台、約６割減っているそう

でございます。そのかわり、いわゆる高速道路を通った台数が１万9,400台。膨大な数の車が

高速道路を通っているということでございます。また、断面が三次の東インターより少し三良

坂寄りなんですが、ここでも尾道松江は去年のゴールデンウイークに比べますと２倍に増加し

ておりますし、184号線の減少率は３割ぐらい減少しているそうでございます。 

   ６割という車が184号線を通っていた車から減ったわけでございます。この交通量の減少に

よりまして、吉舎とか三良坂、小売店の売り上げも減っていると思いますし、ガソリンスタン

ドに寄る方もどんどん減っているのではないかと思いますが、この小売店及びガソリンスタン

ドの状況についてお伺いをいたします。 

   （産業環境部長 花本英蔵君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 花本産業環境部長。 

              〔産業環境部長 花本英蔵君 登壇〕 

○産業環境部長（花本英蔵君） 尾道松江線の全線開通に伴う影響につきまして、今、６割減とい

うお話もございました。それにつきましては、個々の店舗によって差がありますので一様に比

較することはできませんけども、まず国道184号沿いに立地しております三良坂町より吉舎町

の12店舗へ聞き取り調査を行いました。それによりますと、三良坂町の小売店及びガソリンス

タンドなどでは、客層に変化はあるものの、売り上げにはおおむね変化がないということでご

ざいます。そして吉舎町では、昨年３月の吉舎インターチェンジまでの開通後は１割から３割

程度利用が増加しましたが、全線開通後は逆に３割から４割程度減少し、開通前と比較すると

同程度であるか、１割から２割程度減少している状況でございます。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 吉舎と三良坂の状況についてお伺いしたわけでございますが、三良坂は三

良坂でおりる必要がなかったいうことがあります。吉舎のほうは、当然吉舎でおりなければ尾

道に行くことができない去年の状況でございましたので、大幅に変化があったということは理

解できますが、全体として三良坂では変わりはないが、吉舎のほうは全体として１割ぐらいの

減となったということでございます。 

   観光数について少しお伺いいたしたいと思います。 

   この尾道松江全線開通により、先ほどありましたように、三次市の交通量は増加したわけで

ございます。当然、三次市への観光客数は増加していると考えますが、トレッタみよし及び美

術館、またワイナリー等の状況、あわせましてできることなら、三良坂、吉舎への影響が確認

できるのであればお伺いをいたしたいというふうに思います。 
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   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） 観光客数の動向でございますが、毎年５月のゴールデンウイーク

の期間中に観光客数の集計を、酒屋地区、君田温泉森の泉、道の駅ゆめランド布野の３カ所で

行っております。 

   昨年度と比較しますと、トレッタみよしが３月にオープンしたこともありまして、酒屋地区

では約４割の増、君田温泉森の泉、道の駅ゆめランド布野においても約３割増加をしておりま

す。吉舎町や三良坂町にある観光施設については、固定客やリピーターの利用客なども多いこ

とから、全線開通前の集客数を保っている状況でございます。ただし、天候等、他の要素の影

響もございまして、全線開通からゴールデンウイーク２カ月間の期間では、観光客数の影響に

ついては現在判断をしかねておるというのが状況でございます。 

   この中国やまなみ街道は、何度乗りおりしても無料でございますので、市内の各インターチ

ェンジでおりてもらいながら、観光施設を周遊していただけるよう、引き続きＰＲ等強化を行

ってまいりたいと考えております。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 観光客数は余り変化がないということでございますが、多分、自動車が通

れなくなるということは、あそこで寄ってみようという人も当然６割も減っているんですから、

特に三良坂、吉舎以外の車が減っているということで、地元の人はそこの観光地へ何回も足を

運ぶということは考えられませんが、当然観光客数も減っているのではないか、また今後もな

かなかふえることはないのじゃないかというふうに考えます。 

   そこでお伺いしますが、このままいけば三次市のトレッタみよしではたくさんの観光客が行

き、にぎやかでございますが、吉舎とか三良坂は車が通らなくなる、また小売店の売り上げも

減る。いつかの時点で、平岡議員が買い物難民を何とかできないかというような一般質問も行

われておりましたが、吉舎とか三良坂はますます衰退するのではないかという心配もするわけ

でございますが、そのことを踏まえて、この地域への対応、衰退に向けてどのような対応をさ

れるのか、また今後の活性化に向けた取り組みについてお考えをお伺いするわけでございます

が、三次市全体としてもそうでございますが、またこのような問題は市町単位でも努力や工夫

も必要にはなるのじゃないかというふうに考えますが、お考えをお伺いいたします。 

   （吉舎支所長 木屋繁広君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 木屋吉舎支所長。 

              〔吉舎支所長 木屋繁広君 登壇〕 

○吉舎支所長（木屋繁広君） 吉舎支所といたしましては、地域資源などの地域の魅力をしっかり

発信していくことが重要であるというふうに考えまして、昨年の吉舎インターの供用開始、ま
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たことし３月の全線開通にあわせまして、吉舎独自で開通記念イベントを行いました。それを

起点といたしまして、ＳＮＳや新聞、テレビ等、マスコミを通した情報発信を積極的に行って

いるところであります。また、お越しいただきました皆さんに好印象を持っていただけるよう、

平成26年度で吉舎104の施設整備を行いまして、さらに飲食店の開店であるとか土産物、ある

いは観光情報など、内容についての充実も図ってきたところでございます。 

   今年度からは、市の観光資源として県内外から認知されております品の滝、これのトイレの

施設と遊歩道を整備することによりまして、来訪者の満足度を高め一層の集客を図りたいとい

うふうに考えております。そうはいいましても、行政の取り組みだけでは限界がございますの

で、住民や各種機関、団体等との連携を深めてまいりたいと思います。 

   また今後は、吉舎支所あるいは三良坂支所という区域にとどまらない184号沿線の活性化と

いうことについての取り組みも非常に重要であるというふうに考えており、今年度から隣接い

たします世羅町のほうと協議を進めているところでございます。今後とも、三良坂支所を初め、

できれば南部４町広域連携のもとで活性化を図っていきたいというふうに考えております。 

   （三良坂支所長 岡本一彦君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡本三良坂支所長。 

              〔三良坂支所長 岡本一彦君 登壇〕 

○三良坂支所長（岡本一彦君） 三良坂支所におきましては、平成25年度と26年度に新たな観光名

所づくりといたしまして、住民の皆様との協働により、ハイヅカ湖畔の森周辺に140本の河津

桜を植栽したところでございます。今年度も、地元住民自治組織を中心にこの事業を引き続き

推進するとともに、市といたしましても独自に桜、もみじの植栽を計画しております。 

   また、先日、３年ぶりに開催されました沖江田楽大花田植えには、中国やまなみ街道を利用

され、尾道、三原方面から多数の観光客においでいただきました。さらに三良坂町におきまし

ては、三良坂祇園まつりに代表されますように、伝統文化の各種イベントが多数開催されてお

ります。また、ピオーネや豆腐、パンやチーズなど、三良坂町特産の食を含めて魅力ある資源

を活用し、さらに三良坂町の魅力を高めていくことが必要であると考えております。 

   そのためには、住民自治組織、民間企業等、関係団体と連携して積極的に情報発信を行い、

交流人口の拡大に努めるとともに、来訪者の消費活動にもつなげていきたいと考えております。

また、現在進めております土地区画整理事業の早期の完成を図り、三良坂町の利便性のよさを

ＰＲしながら、定住人口の拡大と地域の活性化を図りたいというふうに考えております。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 非常に丁寧な答弁、ありがとうございます。余り発言の機会がないので、

発言するときはたくさんされることがよくわかりました。 

   先ほど、支所長の答弁の中で、横の連携ということもありましたが、支所では権限とか予算

にも限りがありますので、やっぱり本庁の産業課でありますとか地域振興部としっかり連携を
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とっていただいて、地域の活性化に向けて御努力をいただきたいというふうにお願いをして、

時間がありませんので次の質問に移りたいと思います。 

   次に、地方創生についてお伺いいたします。 

   地方創生と現在騒がれているところでございますが、これまでも地方の時代であるとか、地

方をよみがえらせるということで、国においてもあらゆる施策を展開してこられたわけでござ

います。田中角栄の日本列島改造論に始まり、大平内閣の田園都市構想や竹下内閣でのふるさ

と創生、また小泉内閣での三位一体改革、これについては地方がよくなるのかと思いましたが、

財源を削減されたことで、逆に地方切り捨てではないかというような感じもしたところでござ

います。今回の安倍内閣での地方創生が地域活性化の起爆剤になることを強く望むところでご

ざいます。 

   昨年の日本創成会議で示された消滅可能性都市896ですか、呼び水になる2060年に１億人の

人口目標を設定し、内閣官房に「まち・ひと・しごと創生本部」が設置されたところでありま

す。地方自治体は、国の地方創生に合わせた地方版の地方総合戦略と地方人口ビジョンの策定

がこれにより義務づけられたわけでございます。本市の策定に向けた取り組みについてお伺い

いたしますが、策定に当たっては幅広い年齢層からなる住民を初め、産業界、行政機関、教育

機関、金融機関、労働団体、メディアの参画を得て、方向性や具体策について審議、検討する

など、広く関係者の意見が反映されるようすることが重要であるとされておりますが、本市の

作成体制についてお伺いをいたします。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） 地方版の総合戦略の策定に当たりまして、市民を初め広く関係者の御

意見を反映をするために、三次市まち・ひと・しごと創生市民会議を設置をいたしまして、去

る６月４日に第１回の会議を開催をしたところでございます。 

   この市民会議の委員でございますけれども、策定をいたします総合戦略が第２次の三次市総

合計画を基本としているという考え方でございますので、市民及び産学官の委員からなる三次

市総合計画の審議会の構成団体、委員の皆様に新たに金融機関と労働団体を加えたメンバーで

構成をしておりまして、加えて有識者の皆さんからも助言をいただきたいと考えております。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 本定例会の本会議の冒頭に、市長のほうから、30人の市民会議をして、今、

検討中であるということはお聞きいたしました。先ほど、市民会議のメンバーは、第２次の総

合計画の委員へ、ほかの各団体の人をプラスして行うというような答弁だと思いますが、作成

するに当たって、若い人や、特に若い女性の声を十分に聞くことが重要ではないかというふう

に考えるわけでございます。 
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   なぜかと申しますと、若い人の声が行政や議会に届いていなかったことで、我が国の人口減

少問題を深刻化させたというような大きな原因があるとも言えるわけでございます。市民会議

の中の委員の男女比合わせて若い女性の委員がいらっしゃるのか、さらに国の指導ではメディ

ア関係の人を入れるようになっておりますが、そういう方がいらっしゃるのかどうかについて

お伺いいたします。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） まず、メディア関係でございますが、これは国のガイドラインにも金

労言ということでございましたので、メディアの部分、新聞でありますとか、あるいはテレビ

等について打診をいたしましたが、こちらについてはメディアのほうからお断りをされたとい

うことで入ってはいないということでございます。 

   それから、女性につきましては、けさ方の竹原議員の御答弁もさせていただきましたように、

46％強という構成でおりますが、こちらについて総合計画の審議会をベースにしてますが、そ

の中でまちづくり塾というのを総合計画を策定するときに行いまして、その中でできるだけ女

性の方、あるいは年齢層にも配慮をして構成をしたわけですけども、そこのメンバーから選ば

せていただきました。具体的な年齢層については、ちょうど主婦をされてる方、30代の方ぐら

いが一番、若い方もいますが、その中でできるだけそういった方にたくさん入っていただこう

ということで構成をさせていただいたような次第です。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 策定の段階から市民や議会の意見を取り入れることが私は必要であると考

えます。今後どのように進められようとしているのかお伺いしますが、議会では先日の本会議

で地方創生調査特別委員会の設置が行われたところでありますが、これまでのように、総合計

画もそうでありましたが、素案ができてから議会に示すというやり方ではなくて、素案の策定

段階から議会の意見も取り入れていくべきであると考えますが、この点についてのお考えをお

伺いいたします。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） 地方版の総合戦略の策定につきましては、議会と執行部が車の両輪と

なって推進することが重要であるというふうに思っております。骨子の段階から地方創生調査

特別委員会へ報告をさせていただきますので、議員の皆様からもぜひとも積極的な御意見、御

提言をいただきますようお願いを申し上げます。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 
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○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） いわゆる議会は全員協議会等となっている作成体制が、今度ここは議会の

特別委員会ということになるかと思いますが、この策定スケジュールにも、市民会議とか推進

本部、また事務局のスケジュールが載っているんですが、議会のスケジュールは定例会の横線

が引いてあるだけで、どの時点で議会へどのような説明がされるのかわからないんですが、そ

の点はどのようにお考えなのかお伺いいたします。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） 議会で先日、地方創生調査特別委員会を設置をされております。その

資料は、まだ設置前の資料でしたので、具体的なスケジュール等については、その時点ではわ

かっておりませんでしたので、そのような表現にさせていただいておりますが、考え方として

は、総合計画のときも実は素案の前の骨子の段階で議会には御説明もして御意見もいただいた

ような経過もございます。今回の地方版の総合戦略の策定に当たりましても、具体的に議会と

調整をさせていただきながら、骨子の段階から御報告をさせていただいて御意見等をいただき

たいと思っております。 

   （市長 増田和俊君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 増田市長。 

              〔市長 増田和俊君 登壇〕 

○市長（増田和俊君） 議会と執行部との関係でありますが、先般も御説明しましたように、地方

創生、10月末を一定の目標に掲げながら進めていこうということで、日程的にも極めてタイト

な中で策定をしていかなければならないということ。基本的には第２次の総合計画を参照しな

がら、盛り込みながら進めていくわけでありますが、ぜひここでお願いしたいのは、当然なが

ら議会として特別議会も設置をしていただきました。我々行政としても、性急的に素案から説

明するんでなしに、いろんな段階で事前に行政としても説明していきたいと思いますが、ここ

でお願いしたいのは、議会としても主体性を持った中でどうあるべきかという、そういう建設

的な提案をぜひこの場でお願いを申し上げたいと思っております。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 今のを裏返しして言いますと、議会の能力も必須でありますし、企画力、

また創造力等も議会に問われるということになろうかと思います。 

   また、これは市民会議の資料として配られたんですが、まち・しごと創生の手引なんですが、

この中に作成のポイントとして、地方議会の策定や検証に積極的に関与するということも書い

てあります。ぜひ策定段階から、議会と話し合う中でいいものは採用していただき、いい計画
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をつくっていただくことを望んでおきます。 

   次の質問でございますが、実際にどのようにつくるかでございますが、まち・ひと・しごと

創生総合戦略、これは国が出したものですが、この中に政策パッケージがたくさん示されてお

りますし、またアクションプランが附属して出ておりますが、この中には90施策の具体的な施

策も載っている。これらの中から市町村に合うものをピックアップするということと、先ほど

来ありますように、総合計画を中心に、その中でこの計画に合うものを挙げていくというよう

な手法もあろうと思います。 

   さきの質問でも、竹原議員からもあったように思いますが、あれもこれも総花的に盛り込む

のではなく、例えば三次市独自の施策でありますとか、またよそにはできないもの、また特に

成果の上がるものを取り入れるとか、そういうことも考えられると思いますが、その点につい

てのお考えをお伺いいたします。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） 本市における地方版の総合戦略の策定に当たりましては、第２次三次

市総合計画を着実に実行していくということを基本に置いております。その中で、国が今進め

ていらっしゃる地方創生の諸施策を最大限に活用させていただこうというのが基本的な考え方

でございます。この国の地方創生、地方版の総合戦略というのは、まち・ひと・しごとという

ことでございます。 

   「しごと」という部分は、当然ながら安定した雇用でありますとか、あるいは経済の成長と

いったことでございますし、「ひと」というのは地方への新しい人の流れをつくる、いわば定

住対策であったり、あるいは若い世代の結婚、出産、子育ての希望をかなえるといったことで

ございますし、まちの創生という部分で言いますと、そういったものを全体的に好循環を支え

るための基礎的なといいますか、医療、介護であったり、防災・減災であったり福祉であった

りするわけですけれども、本市の総合計画の中でそういった国のしごと・ひと・まちの創生に

かかわる施策を重点化をしていくと。ある程度、重点化して絞り込んでいくと、そういった戦

略となるように考えていきたいと思っております。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） それでは、検証についてお伺いいたします。 

   国が示した手引では、目標の設定とＰＤＣＡサイクルによる効果の検証を行うとされており

ます。目標につきましては、達成可能なものであることが必要でありますし、効果を上げてい

くためのＰＤＣＡサイクルを確立することが重要であると考えるところでございます。 

   また、目標につきましては、政策効果を客観的な指標で検証できるような具体的な目標も必

要となります。目標をどのあたりに持っていくのか、またその達成度合いを検証するためにど
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のような手法をとられるのかについてお伺いいたします。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） 具体的にはこれからの作業となるわけですけども、本総合戦略の策定

に当たりましては、盛り込む政策分野ごとに５年後の基本目標を設定をして、あわせてその目

標の達成度合いを検証できるように、客観的な指標としての数値目標を設定する必要がござい

ます。今後、基本目標を設定をしていく中で、具体的に数値目標についても検討し、目標とし

て掲げていくというふうに考えております。 

   さらに、実施をいたしました施策、事業の効果を検証し改善を図っていくために、ＰＤＣＡ

サイクルを確立することが特に求められておりまして、効果検証に際しましては、その妥当性

でありますとか、あるいは客観性を担保をするために、外部の有識者等の参画を得ることとさ

れております。本市において具体的に今現在のところ考えておるのは、本市の場合、三次市行

政チェック市民会議がございますので、この行政チェック市民会議での評価等を検討をしてい

るところでございます。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 最後に、実施についてお伺いいたします。 

   実施に当たっては、市民、関係団体、議会及び行政が一体となって進めていることは大変重

要であろうかと思います。そのためには、広く市民や関係団体に対しまして丁寧な説明をし、

情報を共有することが必要であると考えます。市民の理解を深めるための周知や情報共有の方

法についてどのように考えていらっしゃるのかお伺いをいたします。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 藤井総務部長。 

              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） この地方人口ビジョン及び地方版の総合戦略の策定実施に当たりまし

ては、市民を初め議会、関係団体等と情報共有を図り、共通認識のもと一丸となって実現に向

けた取り組みを進める必要がございます。三次市まち・ひと・しごと創生市民会議における資

料や、あるいは検討結果についても、随時ホームページ等でお示しをしますとともに、今後は

広報みよし等を通じて市民の皆さんに情報発信をしてまいりたいと考えています。 

   （14番 林 千祐君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 林議員。 

              〔14番 林 千祐君 登壇〕 

○14番（林 千祐君） 情報発信を早くしていただきたいということで、私が通告を出した次の日

にホームページでこの市民会議のことがアップして、何か意図があったのかどうか疑いたくな
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りますので、できるだけ早い段階で市民あるいは皆さんに周知する手法をとっていただきたい

ということを要望します。 

   では、最後の質問に移ります。 

   最後に、教育長に質問をしようと思いました。松村教育長は、長年、教育現場、教育行政に

携わってこられたわけでございますが、教育長としては初めてであろうかと思います。これま

で培われた経験を三次市の教育行政に手腕を発揮していただけるものと大変期待もしていると

ころでございますとエールを送らせていただきます。 

   教育長に就任されて初めての定例会ですので、発言の機会がなかったらいけないと思いまし

て質問項目に挙げさせていただきましたら、昨日の宍戸議員への豊富、午前中の平岡議員の質

問の中で、私の質問事項についてほとんどについて御答弁をいただきましたので、たくさん発

言もされましたし、今回は私の御答弁はいただかなくてもいいと思います。 

   先日、教育長は、湯崎知事とサンバ版の三良坂音頭を踊られました。見て感じたことですが、

余りリズム感はよくないというふうに感じたわけでございます。三次市の教育行政については、

テンポよくやっていただきますことをお願いして私の質問を終わりたいと思います。御清聴あ

りがとうございました。 

○副議長（福岡誠志君） 順次質問を許します。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） 会派ともえの小田伸次でございます。このたびは、質問の内容からいたし

まして、三次市議会の体育会系議員といたしまして、スポーツというものに大きく焦点を当て

て質問をしてみたいと思います。 

   今回、増田市長も、この４月の市長選の前につくられた増田ビジョンの五つのビジョンの中

にありました人づくりという項目の中に「スポーツのまちみよし」をつくるという項目があり

ました。中身は、2020年の東京オリンピック・パラリンピックの事前合宿を誘致すると。スポ

ーツ施設を活用した合宿や大会の誘致でにぎわいをつくりますと。さまざまなスポーツ施設を

整備し、スポーツのまちみよしにしますという項目がありました。私は大賛成でございまして、

賛成の立場で質問をいたしますので、そういうところを踏まえて答弁のいいのをいただければ、

すっすと質問が進んで早く済もうかというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

   まさに今、この日本は、スポーツに関してですが、2020年の東京オリンピックの誘致が決定

したということで沸いておるという状況であります。ただ、今、メーン施設に対してお金の問

題でいろいろとはございますけども、2020年のオリンピックが東京で開かれるということに関

して、また地方もそれについていろいろな取り組みが行われておるのではないかなというふう

に思います。 

   ましてや当市、三次市では、さきの1964年ですか、行われました、アジア地区で初めて行わ

れた東京オリンピックの最終聖火ランナーが、この三次、ここの出身者である坂井義則氏であ
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った。ただ、昨年亡くなられたので大変残念な思いではありますけれども、こういうオリンピ

ックの最終聖火ランナーを生んだ土地でもあります。そういう意味で、この三次をスポーツの

まちとして全国に名をとどろかせていこうという意気込みは大変よろしいのではないかという

ことで、一生懸命私も協力していきたいというふうにも思います。 

   スポーツというものは、人間に感動を与えますし、そして高揚感も与えてくれるところがあ

るというふうに思います。皆さん承知のとおり、この７月８日には、三次市にカープが公式戦

でやってきてくれます。それだけでも三次の町の何となく気持ちが高ぶる、こういうことがス

ポーツにはすごくと力があるもんだろうというふうに思います。広島県に至っては、サンフレ

ッチェでありますとかＪＴサンダーズでありますとか、女子サッカーではアンジュヴィオレで

すか、それとか今までは広島県にはありませんでしたけども、男子バスケットのドラゴンフラ

イズ、こういったものもできて、これも今度また近々三次のほうに来てくれるんではないかと、

いろいろと交流があるんではないかということで、スポーツの力をまた利用し、ある意味で交

流人口を図っていくというのは大変私は政策の中ではいいものだというふうに評価をしており

ますので、そういった意味合いで質問をさせていただきたいというふうに思います。 

   まず、その中で、先ほど申しました市長の５つのビジョンの中の１つ、スポーツのまちみよ

しをつくるという中での2020年東京オリンピック・パラリンピックの事前合宿誘致をいたしま

すというところで、今現在、早々と手を挙げたということは前に言っていただいたと思います

が、その後かなり時間がたっておりますが、今その誘致に対しての現況と今後の動向について

質問をさせていただきます。 

   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） 現在、オリンピックの事前合宿誘致の現況、取り組みといたしま

して、まず大会組織委員会が事前オリンピック候補地を紹介するガイド作成に当たり、本年

３月に広島県を通じて誘致受け入れが可能な施設等として、みよし運動公園での陸上競技、県

立三次公園でのバスケットボール、バレーボール、レスリング、車椅子バスケットボールを提

出したとこでもございます。 

   その後、各競技団体において、練習会場として国際基準等に適合確認の調査が行われて、

６月９日付での文書で、調査が完了いたしました陸上競技については、みよし運動公園陸上競

技場が適合する旨の回答を受けたとこでもございます。他の競技会場につきましては、引き続

き現在調査中でございます。 

   今後、組織委員会のホームページへの登録作業を進めてまいりたいというふうに考えており

ます。なお、組織委員会のホームページの開設は、リオデジャネイロ五輪が開催される平成28

年８月で予定を現在されておるとこでもございます。 

   その他、事前キャンプを誘致をしていく自治体が連携をした取り組みも重要であることから、

2020年東京オリンピック・パラリンピックを活用した地域活性化首長連合に加入をし、去る
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６月10日の設立総会にも出席をしたとこでもございます。今後、こうした取り組みとあわせて、

本市の体育協会、三次スポーツ連盟、またみよし運動公園及び県立三次公園の指定管理者等々

と連携をした取り組みを行ってまいりたいというふうに考えております。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） 前回、三次でも事前合宿をしてくれた国がございました。あのとき、私、

大阪が会場じゃなかったかなというふうに思いますが、このたびは会場が東京でございます。

アクセスの面とかいったような意味で、なかなか三次というのは難しい面もあるのかなという

ふうにも思います。受け入れ条件としたときには、いろいろな条件も課されているんではない

かと。 

   先ほど部長のほうで答弁をいただきました、当市で受け入れられる施設、競技いうものもま

た限られてくるもんもあるのだろうというふうにも思いますが、私は市長がこの合宿誘致に

早々と手を挙げたというふうに誇らしげに言っていただいた中で、私はある程度、もうこうい

う国とこういうふうな、何かもくろみがあるのかなと思っておったんですが、今言えない面も

あるのかもわかりませんけれども、これが実現する可能性が高いものという、何か確信めいた

ものがあるように私には感じれるんですが、その辺はいかがですか。 

   （市長 増田和俊君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 増田市長。 

              〔市長 増田和俊君 登壇〕 

○市長（増田和俊君） 三次におきまして、2020年の東京オリンピックにいち早く事前合宿の誘致

候補地として手を挙げさせていただきました。私自身、子どもたちに夢と感動を与えていきた

いという思い、特に開催地は東京周辺ではございますが、遠く離れた地方においても、そうし

た世紀に残る大イベントに三次市も参画すべきであるという思いで、今もそういう思いで、あ

らゆるチャンネルを使ってそれなりの努力をしております。 

   まだ次のオリンピックは来年ということの中で、いろいろ制約もあるのも事実でございます。

確たるということはここで申し上げることはできませんが、最善の努力をしていくと。そのた

めには、あらゆる方策をもって進めていきたい。それは、やはり受け入れ条件には相当な費用

もかかろうと思っております。そこらは議員の皆さん、市民の皆さんにも御理解をいただきな

がら、冒頭に申し上げましたように、子どもたちに夢と感動を与えていくそういうものを、

我々の時代といいますか、次、何十年先かわかりません。今の時代に与えていこうということ

で、私も先頭に立って走りますし、皆さんもよろしく、小田議員もよろしくお願いを申し上げ

たいと思っております。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 
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○13番（小田伸次君） こういった招致活動ですね、フライングとかいうものもしたらいけないと

いうのもあるのかもわかりませんけども、私は海外に対する接点が余りありませんので、ただ

いろんなところでここにいる議員みんなも、多分そういうときがもしあればそういうふうに向

かっていくと思いますので、ぜひともこれは本当にこの三次の地で、オリンピックへ出てくれ

る選手が事前合宿してくれる、これを実現させていきたいものだというふうに私も思います。 

   それで先ほどの、部長のほうで、三次市のほうでは陸上、バスケ、バレー、レスリング、車

椅子バスケが今のところ施設として可能ではないかというふうなところで調べていただいたと

ころ、陸上はオーケーが出たということですが、そのほかのバスケ、バレー、レスリング、車

椅子バスケということになると、多分これはカルチャーセンター、県立の運動公園のほうでは

ないかというふうにも思われるわけですが、こういったときに、例えば今の施設のここをこう

いうふうに改修しないとだめですよという、してもらえませんかというときが来たときは、当

然それには応えていく覚悟はあるわけですよね。 

   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） 現在、県立三次公園でのバスケットボール、バレーボール、レス

リング等々の競技の申請を行っておりますが、当然、各競技団体において、フロアの形状であ

るとか、その他施設基準等々があります。その基準が厳しいものもありますので、その適合の

確認が得られる状況になるまで、競技団体ともよく協議をする中で整備を進めて、できるもの

については整備を進めてまいりたいというふうに考えております。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） 県立の施設でありますけども、三次市としても、そのときはぜひとも協力

をするように予算申請が出ると、多分議員のほうもそんなに反対するものではないと思います

んで、よろしくお願いいたします。 

   オリンピックの誘致の現況と今後の動向についてという質問に対しては、この辺でとめたい

と思います。これからも実現するように頑張っていければというふうに思います。 

   そして、その次のオリンピックに続いて、取り組みの方向性についてということですが、こ

れはオリンピックの方向性でなくて、スポーツのまちみよしについてどういうふうに考えてい

くのかという質問であります。 

   市長が言われておられますスポーツのまちみよしというものは、具体的にどのようなものを

イメージされておるのかなというふうに思うわけです。要は、スポーツのまちみよし、多くの

市民がいろんなスポーツに親しむ総合型のスポーツの三次なのか、それともトップアスリート

というものがこの三次の地から誕生する、もしくはそこがこの三次の地を本拠地とする、もし

くはそういう三次の地がよく利用されているというふうな、こういった三次の町のスポーツの
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まちというふうに考えられているのか、総合型なのか、トップアスリート型なのか、どのよう

なイメージをされておるのかお伺いします。 

   （市長 増田和俊君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 増田市長。 

              〔市長 増田和俊君 登壇〕 

○市長（増田和俊君） 三次市におきましては、いろいろな施策を展開する中で、いきいき健康日

本一、子育て環境の日本一、さらには今回の御質問にありますスポーツのまち等々掲げながら、

議会の皆さんと、また市民の皆さんと一体となりながら、一つ一つ進めさせていただいており

ますし、進めていきたいというように思っております。 

   そうした中で、スポーツのまちというのを目指しておく最大の思いは、やはり市立における

運動公園が整備されておるということ、さらには先ほどもありました県立の運動公園が本市に

あるということ、市立と県立合わせていけば他の自治体にないそうしたスポーツ施設が整備さ

れて、それなりの大きな費用をもって整備をしておる。そういう中では、これをいかに生かし

ていくか。これが三次にとって大きな責務といいますか、使命があろうか思っております。 

   そうした中で私自身は、そうしたスポーツのまちを目指すというのは、施設を生かしたまち

づくりでありますが、私は決して欲張りでありませんが、１つに絞ってというよりは、３点と

いいますか、３つの思いを持ちながら、今、スポーツのまちを目指していこうと思っておりま

す。 

   １つは、市民の皆さんが生涯にわたってスポーツに親しみ活動されている環境整備を進めて

いくことによってのスポーツのまちづくりを実現をさせていきたい。そのためには、スポーツ

を通じてさまざまな交流、あるいは大会とか、あるいは事前合宿とかいろんな面を通して、三

次の活性化といいますか、最終的には活性化、発展を目指していきたいというのが１点でござ

います。 

   ２点目は、今まさにおっしゃったアスリートの関係でありますが、本市から野球を初めとし

て、水泳とかサッカーとか多くの競技の中でアスリートが誕生しておりますし、トップアスリ

ートが誕生しております。特に、私はどこへ行っても、これをもって話をしておるのは、やは

りプロ野球の選手ということでございます。現在、いろいろ引退等もございまして、４名の選

手の輩出と、ゆかりのある選手３名を加えますと、三次にとっては７名の選手が、プロ野球、

厳しい中での野球の選手として登録されている、在籍しておる。こうしたプロ野球一つとって

みても、人口で割りますと１万人に対して１人以上の確率というのは、全国でも私は１番じゃ

ないかな。 

   そうした面で、いかなる地方であっても、そうしたＯＢの方、あるいは指導者の関係等々の

層も相当充実しておるということもあろうかと思っておりますが、そうした面でトップアスリ

ートを目指していく、これも大事であろうと思っております。それが子どもたちに夢と希望と

いいますか、につながってくるものと思っております。 

   そして３つ目は、いきいき健康日本一との関係にもつながってくるわけでありますが、運動
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を通じた健康づくりを進め、健康寿命の延伸を図っていきたい。これが結果として、市民の皆

さんが、笑顔が輝く、いきいき健康日本一のまちへつなげていく。そのことが、それぞれの皆

さんの生きがい、人生にもつながっていきますが、行政的に言いますと、医療費の抑制にもつ

ながってこようと思いますし、地域活動の活性化とかいろんな面でプラス面があらわれてくる。 

   そういう面で、第２次の総合計画の中でスポーツのまちを目指そうという大きな柱立てで進

めておるわけでありまして、私自身もスポーツのまちを目指して、さまざまな施設整備を含め

て、またソフト面も含めて、この目標に向けて努力をしていきたい、このように思っておると

こでございます。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） ３点ほどというふうにおっしゃられましたけども、多分１点目と３点目と

いうのはよく似たようなものなのかなというふうに私は分析します。先ほど、総合型なのか、

トップアスリート型なのか、僕は２つしかないと思ってますんで、その中でそういうふうなこ

とをしていく、要は健康とかいうふうにメーンに置いたものと、トップアスリート、そういっ

たプロ選手というようなものを見ると、施設の整備のでき上がり、完成的なところが変わって

くると思っているんですよ。だから、総合型ではそこまではしなくてもいいけども、やっぱり

トップアスリートを招くんだったらここまでしないといけないという施設の整備が必ず出てく

るんだろうというふうに思うわけです。 

   私は、先ほども、これ一番最初に言いましたけども、スポーツというのは市民の高揚感もあ

りますし、そういった感動と夢ということもあるということで、私はトップアスリートがこの

三次の地の施設を利用してくれたりすること、もしくはまた子どもたちがそれを見てプロに上

がっていく、それで三次から誕生していくという、そういう町になりたいというふうに私は思

ってるわけです。そうすることによって、トップアスリートが満足する施設というものは、当

然市民の皆様が生涯スポーツとして利用される施設として満足のいかないものであるわけがな

いわけですから、そういったもので私は施設を整備していくものだろうというふうにも考えま

すが、その辺のところはお考えどう思いますか。 

   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） 総合型のスポーツ施設を含めて、これからの施設整備につきまし

ては、あらゆるスポーツができるということも当然でございますが、中国事業団駅伝を誘致し

たように、陸上競技の場面においても第２種の公認競技場の認定を受けておりますので、それ

ぞれ今後も継続した取り組みを進める中で、主要な競技大会の開催が可能になるように整備を

進めてまいりたいというふうに考えております。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 
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○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） そして、このスポーツのまちみよしをつくるという多分意気込みの一つだ

ろうというふうに思いますが、本年度からスポーツ課というものを新設されて職員を配置し、

スポーツを専門にやる課というふうに理解してますけども、そこに３名の職員がおると思いま

すが、先ほど言ったようないろんなオリンピックの合宿誘致であるとか、先ほど部長も言いま

した中国事業団陸上であるとか、いろんなスポーツが三次のそばといっても行われておるわけ

ですが、今度のプロ野球も含めてですね。スポーツのまちみよしを目指してやるんだという中

で、３名の職員でそれをこなすのは私は当然無理だと思います。いろんな形の人がサポートは

されるんだろうとは思いますけども、やはり普通じゃなくして、三次のスポーツのまちとして

やるんだという意気込みとするんであれば、もう少し手厚い人員配置があってもよかったんで

はないかな。ましてや今言ったオリンピックの誘致ということになると、ここが担当するんだ

ろうというふうに思っておるんですが、そういったことから考えると、まさにちょっとここの

３名の方は非常にハードな仕事をしていただくような気がしておりますが、その辺についての

お考えはいかがでしょうか。 

   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） スポーツ課の体制でございますが、議員おっしゃるように、専属

の課員は３名でございます。しかしながら、いきいき健康日本一との連携の事業ということで、

健康推進課の係長２名を兼務としておりまして、健康推進事業との連携体制をとっております。 

   そして５月からは、スポーツ推進インストラクターを任用いたしまして、それぞれスポーツ

の推進に関すること、また本市の先日行われました三次市チャレンジデーの実践、この土曜日

に行われましたＪＴのバレーボール交流事業など、スポーツ交流事業などの業務を担当すると

いうことで、スポーツ推進のインストラクターを５月から１名採用しております。 

   さらには、今週からＯＢの職員でございますが、１名採用させていただきました。これは、

体育施設の維持管理業務や来年度開催をいたしますインターハイ、全国高等学校総合体育大会

の準備、これは本市がサッカー競技場というふうになっておりますので、これの準備業務等々

において関係業務が出てまいりますので、そういった業務に精通しておる市職員のＯＢを嘱託

職員として現在委任しておるものでございます。 

   そういったところで、今後特に、やはり今年度また中国高等学校駅伝競走大会が開催されま

すし、先ほど言いましたように、来年７月にはインターハイのサッカー競技場ということでご

ざいますので、各事業については実行委員会として参画いただく団体の皆さんの協力、また地

域振興部内でも応援体制を整えながら着実に実行してまいりたいというふうに考えております。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 
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              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） やはりそういう形をとられるのが私はよろしいかというふうに思います。 

   そしてちょっとお伺いしますけども、多分今まででしたら、社会教育課のほうが担当してや

っとったんではないかと思いますが、この社会教育課というのはもうこういったものからは手

を引いたと言っちゃおかしいですけど、担当課が外れていっとるというふうに考えとってよろ

しいですか。 

   （教育長 松村智由君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 松村教育長。 

              〔教育長 松村智由君 登壇〕 

○教育長（松村智由君） これまで社会教育課のほうが広く文化とスポーツを持っておりましたけ

ども、今、議員のおっしゃるように、スポーツ課が１つ独立をいたしました。現在、教育委員

会にございますものは、文化と学びの課というふうになっております。ただ、これは学校体育

等もございますので、学校関係で申し上げますと、小学校・中学校の大会等もございます。こ

れは学校の中での授業の一環が、また外部へ出てこういうつながりを持っていると、あるいは

スポーツ少年団等が現にございますので、こういったかかわりも踏まえ協力をしていくような

体制で臨んでいるところでございます。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） 教育長が出ていただきましたので、続けてちょっと学校現場でのほうの質

問をさせていただきたいというふうに思いますが、本市は、先ほども言いましたように、スポ

ーツのまちみよしを目指して、いろんな施設もあるから、それでやっていこうというふうな方

向を行っています。この考え方は、教育の現場ではどのように生かされておるか、もしくは生

かされてないかというのをお聞きしたいというふうに思います。 

   そして、この４月に教員の人事異動ございますけども、そういったときに教員の持っている

技術とかそういったスポーツにたけたもんですね、ああいったものを加味して人事異動をされ

ているのかどうか。今、この学校には、こういった先生がいないから、その先生を配置しよう

とか、ここはちょっとダブっているからとかいうふうな考えがされているのかどうか、それを

お伺いしたいと思います。 

   （教育長 松村智由君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 松村教育長。 

              〔教育長 松村智由君 登壇〕 

○教育長（松村智由君） 学校教育におけるスポーツの扱いにかかわってのお尋ねでございますけ

ども、学校教育におきましても、スポーツのまちみよしとして、６月の三次チャレンジデーに

は全ての小・中学校の児童・生徒、そしてさらに教職員も参加いたしまして、4,634名がこの

チャレンジデーの日にはそれぞれスポーツを通して汗を流したところでございます。 
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   また、昨年度は市主催の子ども夢・未来塾において、トップアスリートであるエディオンの

木村文子選手をお迎えし、走り方教室を開催いたしました。県教育委員会でも、本市において

同様の教室が開催されたところでございます。 

   先ほども小田議員のほうからございましたように、本物に触れ、子どもたちの意欲が高まる

ということがございますが、この事業を通しても、実際に50メートルで自己新記録を出した子

どもがたくさんおりました。今後も、トップアスリートや一流の選手との出会いや交流という

ものを子どもたちの一つの成長のきっかけにしていきたいと考えているところでございます。 

   もう一点、中学校の人事異動にかかわってのお尋ねでございますけれども、中学校の人事異

動におきまして一番大切なことは、授業が成立するということでございます。各学校には、配

当される教職員の数というものが決められておりますけれども、その際やはり最低限、教科の

ほうを考えて、教科を主体とした人事配置を行っているところでございます。 

   もう一方では、議員のほうからもございましたが、部活動を初め、さまざまな要素も考慮し

て人事を行っているのが実際でございます。ただ、結果といたしまして、その部活動の指導が

専門ではない教員が担当することも中にはございます。しかし教員のほうは、担当となった部

活動の指導を各自研究・工夫しながら意欲的に進めております。また、研修の一つの機会とす

るために、県教育委員会が主催する学校体育スポーツ研修に参加する機会も設けているところ

でございます。引き続き学校校長と連携し、指導者としての育成も図りながら、本市における

スポーツのまちみよしをしっかりと築いてまいりたいと考えております。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） 当然、教職員の方は教育というものがメーンでないといけないわけですけ

ども、先ほども言いましたスポーツのまちみよし、それも子どもたちの可能性というものを伸

ばしてやる１つのパーツだというふうに思っております。勉強は得意じゃないけども、スポー

ツにかけたら俺は日本一、もしくは世界一になるんだというふうな思いを持ってる子がいるか

もわかんない。そういった子もいるんだということも頭に入れて、それだけでやってくれとは

言ってません。そういったものも加味して、今後、人事異動をされるときには、スポーツがや

はり専門的にできるんであれば、そういうことがあるように、触れられるように、先ほども木

村文子の教室を受けただけで50メートル早くなった。ちょっとしたきっかけでいけるわけです

よ。 

   この前、為末君も来てやってくれましたけども、あのときはたまたま十日市のほうで何かが

あったんで来れてなかったですけども、そういったものをきっかけで何があるかわかんない。

子どもたちに夢と希望とかいうものを与えてやりたい、市長も言われました。そういったもの

を三次ではあるんだということで、ぜひとも取り組んでいただきたい。 

   なぜ私が教育現場でどう取り組んでいるかということを聞いたかというと、中学校までは本

当にいい、例えばスポーツ能力を持った子が育ってくるところはあるんですが、でも本当にや
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りたい子は広島のほうへ出ていったりする。これを僕はやっぱりとめたいという気持ちがすご

くとあるわけです。学業の面では、いろいろと今、高校のほうも取り組んでいってくれてます

けども、スポーツの面でもそういったものをやっていきたい、要望してもらいたいというふう

な気持ちがあります。 

   今、中高一貫の誘致をされておりますけども、私はその後は体育館だなというふうに思って

おります。沿岸部には２校ほど県立の体育館はあるけども、県北部にはない。そういったとこ

ろに関してやっぱり目を当ててやりたい、光を当ててやりたいという気持ちがありましたので、

教育現場ではどのように考えとるかというふうに聞かさせていただきました。 

   せっかく三次は中国実業団陸上も行われます。本当のトップアスリートが来て、オリンピッ

クで走るような子が来て走っとるわけですよ。そういったせっかくのチャンス、そういったも

のを逃さないようにやっていただきたいなというふうに思って３番目の施設管理のあり方につ

いてというところに行きたいと思いますが。 

   先ほど、インターハイのサッカー会場にも三次はなっておるというふうに部長から答弁いた

だきました。昨年度ですか、あれは、等々の予算をいただいたのは三次の運動公園の芝生です

ね、競技場の中の。私、陸上の審判をしておりますけども、中国事業団陸上の審判に行ったと

きに、あっ、これは今から芝を張るんだなと思ったわけです。そしたら、いや、これはもう今、

芝の養生をしてあるんですよと。えっと思ったわけです。その後、何度か私は陸上の審判に行

きましたが、ロープを張って、養生中だから中に入ってくれるなということがされておりまし

た。先日もそうでした。これは一体どうしたことなのか。私は、芝を張りかえるというふうに

お伺いしておりましたので、ちょっとの期間の養生で芝がつながることを待てばちゃんとグリ

ーンの芝生が見えるんだというふうに思っておりましたが、ぱらぱらと雑草かなと思うような

芝が芽を出しておったぐらいでしたけども、その面に関しての説明をお願いいたします。 

   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） この芝の工事でございますけども、まず昨年度、改修工事といた

しまして、三次運動公園、陸上競技場のインフィールド芝改修工事として事業を出したもので

ございます。今年３月から養生期間として３カ月間、養生期間を持っておりました。しかしな

がら、議員御指摘のように、現在まばらな状況であるということは事実でございます。 

   先般、業者のほうから、文書のほうが状況報告として出てまいりました。これについての状

況でございますが、まず現在、地温が高くなっている部分の芝生については、現在成長段階に

入っておるということ、そして地熱の地温が上がり切れてない部分の芝生については発芽を始

めている段階ですということで報告を受けております。 

   この芝生の成長がおくれた原因でございます、要因でございますが、まず芝生が休眠に入る

最低気温10度以下となった日が５月の下旬まで続いたということで、発芽がおくれたというの

が第一の原因でございます。 
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   当初、中国地方の気温や本市の気象データをもとに、５月上旬から発芽をし、そして５月中

旬からは健全に成長するというふうに想定をしておりましたけれども、本市の気温の特徴とし

て１日の気温差が大きくなりまして、平均気温は高いのが続いておりますが、最低気温も想定

よりも低く、芝が休眠状態に入る最低気温の10度以下となった日が５月下旬まで続いたという

ことで、芝生の発芽がおくれたというふうに現在考えておるとこでもございます。 

   今後の対策でございますが、まず生えてない部分のとこにつきましては、より早く密着させ

るように補植を現在行っているのが１点でございます。続いて、全体的に成長期に入るころに

は、液肥を散布するということで、成長を促進をさせるということで密植期間を短縮させるた

めの液肥の追加を行っております。また、保温シートといって、寒冷紗でございますが、夜間

の温度差があるということで、低温の時間を極力抑制をするということで、夜間に保温シート

を張る中で温度の保持に努めておるということでございます。 

   以上のような対策によりまして、現在、芝生につきましては、７月末までには密植するよう

に、現在、状況的にはなっておるということでございます。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） なった原因は、今、説明をしていただきましたけれども、こういったこと

を三次の気候的なものも考え、私さっき言いましたね、張りかえるんだと思ってたと。今のは

植えかえじゃないかなと思うんですよ。要するに、ゴルフ場のような形で、ある程度できてい

った芝を持ってきて張っていくんだというふうに私は思うとったわけです。芝を張りかえる工

法的にほかにはなかったのかな。契約を結ぶときに、どちらのほうがこういったものを提案し

て、じゃあそれでやりましょうと。要は、その費用は、今言われた補植されておるという費用

とかいうものに関しては、これは三次市が持つのか、ましてや契約した向こうの業者が持つの

か、その辺はいかがなんですか。 

   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） まず、現在、芝の工法でございますけども、本市が今回採用しま

した工法というのはロール工法というものでございまして、不織布の中に切り茎が入ったもの

をロールで巻いたということでございます。このほうが、張り芝とか筋植えよりも、今回施工

する人数とか運搬費用等３割のコスト減が図れるということ、またシートの素材については、

３週間か４週間で土中の中に分解されて、環境に配慮した製品であるということ。また、施工

期間も、ロール状のシートを機械で敷いていくということで、工期が大幅に短縮できるという

ことで、ほかの芝張り工法と比べて３分の２の期間が短縮されるというようなことも含めて、

今回ロール工法を採用したもんでございます。 

   今後の状況については、現在、業者のほうで負担をするということで確認をとるようにして
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おります。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） 時間が短縮できるといってとった工法が、結果的に短縮どころじゃない状

態になってしまったと。このおかげで、運動公園の夏場にサッカーの合宿で使われておる、毎

年のように使っていただいておるとこに対して、キャンセルじゃないですけども、要はそこが

使えませんという状況の中でお断りの電話等々しなければいけない状況になっていると。その

面に関しては、多分、指定管理者のほうでしてくれというふうに言っとるんだろうと思います。

三次市のほうで、それに対して一緒になって謝るからというふうな行いはされていないんでは

ないかなというふうには思いますけれども、幾ら自然が、寒かったからとはいっても、結果的

にそういう状態を招いておるんだということに関しては、今後の反省材料として深く工法をし

っかりと考えて、三次の気象条件をやっぱり考えて取り組んでいただきたいというふうに思い

ます。 

   この事態は非常に恥ずかしゅうございます。三次の中だけでの施設利用でやってるんだった

ら、まだいざ知らず、先ほども言いました中国事業団陸上もやりながらもロープを張ってやら

なければいけなかった、ましてやり投げとかハンマーとかいうのが事業団はあるわけですよ。

そういったものでロープを張りながら、この前も陸上の県下から集まってくる中学生以下の大

会なんかもありましたけども、そのときもロープを張ってやらなきゃいけない。こういったの

は非常に恥ずかしゅうございますんで、その辺のところはしっかりと今後考えていただきたい

というふうに思います。 

   芝の張りかえについては、そうはいっても予算をつけていただいて、こういう形でできまし

たけども、スタジアムそのものも、前から何度も言っとると思いますけども、クラックが入っ

ておりますんで、これも20年以上たっておる建物でありますんで、塗装をやりかえるだけでも

随分ともちが違いますから、その辺のところはしっかりと、スポーツのまちみよし、メーンな

スタジアムになると思いますんで、しっかりと取り組んでいただきたいと思いますが、その辺

の考えはいかがですか。 

   （市長 増田和俊君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 増田市長。 

              〔市長 増田和俊君 登壇〕 

○市長（増田和俊君） 今お話があった芝、あるいはトラックの関係、約２億3,000万円程度要し

て整備をしました。今御質問の外部を含めては、これから計画的にやはり整備していく必要が

あろうかと思っております。特に、今の事前合宿ということ、手を挙げてる以上は、それなり

の整備もしていかなければならないと思っております。 

   また、野球場においても、人工芝がかなり高野連からも修繕方を要望されておりますし、耐

用年数の関係もあります。そうした面では、陸上競技場のみならず、野球場含めて相当な多く
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の単位でこれから整備をしていく必要があろうと思っておりますが、つくった以上は、それを

市民の皆さんに、また市外の皆さんにも大いに活用してもらおうということは、私も考えてい

かなければなりませんので、計画的に、今おっしゃったことも十分我々も踏まえて整備をして

いきたいというように思っております。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） こういった大会も、施設がないと絶対開催できないもんであります。施設

を持ってるわけですから、こういったものをどんどん推し進めて、先ほど言いましたトップア

スリートも利用してもらえるこの三次、スポーツを通して市民に勇気と元気を与える、そうい

ったようなまちづくりに取り組んでいただきたいというふうに思います。 

   そしてこの運動公園の管理は、今、ミズノがやっておりますけども、三次市のほうであそこ

の公園を担当しとる課というのはスポーツ課なんですか、社会教育課なんですか、都市整備課

なんですか。 

   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） 三次運動公園は都市公園法に基づく施設でございますので、整備

自体は都市公園整備事業として都市建築課が行っております。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） ということは、都市建設課が窓口というふうに考えてよろしいんですね。

１本で考えてよろしいですね。 

   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） 都市公園法に基づく施設でありますので、整備については都市建

築課でございますが、維持管理につきましては、４月から組織機構の改正によりまして、これ

まで教育委員会が持っておりましたものが私どものスポーツ課に変更となりましたので、整備

と管理の役割分担は従来どおり明確に行ってまいりたいと思っております。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） それで、ここで私どもの会派が、先般、金沢のほうの七尾市というところ

に視察に行ってまいりました。そこは多目的という形で、人工芝のサッカーグラウンド３つ持
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って、スポーツ合宿のメッカづくりという形で取り組んでいるところに行きました。そこへ行

って、ここの管理は当然指定管理であります。指定管理料はゼロ円でございます。そして、そ

のところを担当課はどこかというと、産業部の産業交流課、ここ１つがやっています。 

   ということはどういうことか。そこの指定管理者はそことだけ話をすればいいんです。ここ

はもうあっちだから、ここはあっちだから、要は行政的に縦割りで、この施設はこっちに行っ

てくれ、この施設のことはこっちに行ってくれということはしてないんです。これは非常にす

ごいなと思っています。普通は、ここは僕は教育委員会の社会教育課的なとこが管理しとるか

なと思ったら、違うんですよ。そういう形で、なるべくこういった施設に関しては一本でやる

ような形にしないと、指定管理者もこの次元に関してはこっちの課、この次元に関してはこっ

ちの課というふうに行かなければならない。そうじゃなくして、１つのとこが受けて、横の連

携をこっちですればいいんですよ、行政のほうで。私はそういうふうに思いますが、いかがで

しょうか。 

   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） 維持管理、管理運営につきましては、地域振興部のスポーツ課に

変更になっておりますので、今後の窓口等についてはスポーツ課のほうで実施をしてまいりた

いというふうに考えます。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） なるべく簡素なやり方で進めていっていただきたいというふうに思います。 

   そして次の４番目の合宿誘致に対しての考え方ということでございますが、先ほども申しま

したように、うちの会派で、先般七尾市のほうに行ってまいりましたけれども、そこがやられ

てる、やはりうちと同じように合宿誘致等の補助事業というのがございました。 

   そこは、泊まっていただくと、宿泊料を1,000円割り引きというか、1,000円の助成をすると、

宿泊料ですよ。どこかで買い物に行ったら1,000円じゃないんです、２回目を利用したらじゃ

ないんです。来ていただいて、そのかわり人数とか何泊とかいうのがあります。延べの何泊、

何人というのがありますけども、上限を設けて宿泊料をサービスしておるところでありました。

こういったのも三次は、ちょっと今、三次もそういったに近いところをやっとるけども、宿泊

料をダイレクトじゃないですよね。その辺のところのお考えはいかがでしょうか。 

   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） 本市の場合は、平成25年度から実施をしております三次市観光宿

泊・スポーツ合宿助成事業というのがございますが、議員御指摘の宿泊の値引きということで
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ございますが、現段階、本市の制度では使える状況でございます。 

   初めに、観光施設であるとか飲食施設を利用して宿泊されるときに、その宿泊の値引きに使

えるよう制度を変えております。昨年度の利用者のうち、利用者6,447件のうち宿泊の割り引

きに使われた方については1,243件利用をされておるとこでもございます。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） 私が思うに、宿泊料をダイレクトに一番最初に打って出て、三次に来て泊

まって施設を利用してくれというのが１番にあるべきだろうというふうに私は思うんです。そ

の後に、そういった施設も利用してもらえればというのがあるのはいいかもわかりませんけど

も、そういうことがないよりかはいいんですけど、そこのところで取り組んでいただければい

いのではないかなというふうにも思います。 

   そこの七尾市のすごかったとこは、宿泊の合宿の誘致を進めていくというのが行政主導じゃ

なかったということなんですね。これは三次にはちょっとなかなか難しいとは思うんですけど

も、ここは和倉温泉というのが近くにありますので、そこの旅館はもともと宿泊のキャパシテ

ィーがあるとこですから、そこが合宿のこういったものを誘致するのを行政にお願いして、私

たちも協力するからという形で始まった事業ではありますけども、私らがたまたま行ったとき

も満杯なんですよ、お客さんが。びっくりしました。子どもたちが、ちょうど総合体育大会の

予選会が始まった日だったんですけども、600人がもういっぱい。キャパがあるとこがいっぱ

いなんですよ。 

   それすごいことだなというふうに思いましたけども、やはり三次にある、これは三次では全

体でも800ぐらいのキャパシティーしかないんだと思いますけども、一緒になって合宿を誘致

する。それの中で、前会頭、お亡くなりになられました前川さんも提唱されておりましたけど

も、温泉施設のついた、温浴施設のついた合宿施設をつくってはどうかというふうなこと、も

しくはつくらせてくれというような話だったんではないかと思いますが、その辺に関してはど

うも市長は旅館組合のほうに遠慮されて、なかなか前に進まれてないんではないかと思います

が、私はこれはいい考えではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

   （地域振興部長 福永清三君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 福永地域振興部長。 

              〔地域振興部長 福永清三君 登壇〕 

○地域振興部長（福永清三君） スポーツ合宿等々の誘致につきましては、本市では三次スポーツ

連盟で合宿施設と連携をした取り組みを行っておりまして、平成26年度の実績といたしまして

は、このスポーツ連盟、件数10件でございまして、内訳とすれば大学が９件、高校が１件、中

学が１件。大学９件のうち８件は関西地方、ほか１件は韓国の大学もスポーツ合宿に来ており

ます。競技別では、野球が６件、ソフトボール、ハンドボール、バレーボール等が各２件でご

ざいまして、人数は延べ330人に上っておるのが現実でございます。宿泊数についても、延べ
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30泊、延べ宿泊者832人の実績を現在上げられておりまして、今後こうした団体との取り組み

等も連携する中で、情報発信の充実、また効果的な取り組みを進めてまいりたいというふうに

考えております。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） 何度も言うようですが、先ほどの七尾市のほうも、産業部の観光交流課が、

指定管理者は別にいるわけですけども、そこの職員５名なんですが、おのおの営業に行って、

どこどこに声かけるかというと、やはり大学とか連盟であるとか行って営業をかけるというこ

とでございました。 

   三次市も、先ほど市長も言われましたけども、人工芝の野球場がある。これは何かというと、

神宮を目指す大学というのは、全国大会で黒獅子をとろうとする社会人は、人工芝の球場でや

りたいはずなんですよ。そういうところにターゲットを絞って営業をかけるような努力もして

いただきたいなというふうに思いますんで、今後ともよろしくお願いします。 

   それでは、最後の質問に行きたいと思います。時間がありません。 

   最後の行財政改革の公有財産の考え方と今後についてということでございますが、先日、桑

田議員のほうもこれについて質問をされておりました。 

   それで、その中でお聞きしますが、総合計画等々に位置づけて処分するもの、必要であるか

必要でないのかを見きわめてやるんだというふうに、きのうの答弁はあったかというふうに思

いますが、これをいつまでにつくって、答弁されたのかもわかりませんけど、ちょっと私、メ

モが混んでおりましたんで、いつまでにつくるのかお答え願いたいと思います。 

   （財務部長 部谷義登君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 部谷財務部長。 

              〔財務部長 部谷義登君 登壇〕 

○財務部長（部谷義登君） 議員御質問の公共施設等の総合管理計画というものでございます。こ

れにつきましては、既に業者のほうに委託をしておりまして、現在は、昨年度、施設の調査も

いたしておりまして白書をつくっております。そういうことで、事業は既にスタートしており

まして、今後は協議会もちょっとつくったりして意見をもらうなどして、今年度中には作成を

したいというふうに思っております。素案等、考え方等できたときに、議会のほうにも白書等

含めて説明をさせていただきたいというふうに考えております。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） そのときに、公有財産を処分するかしないかというところで、学校の統廃

合なんかであいてくるところもあると思いますが、例えばよその町なんかではやっております

けど、そういった学校を企業に対して使用してもらう、もしくは転売するというようなことが
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可能なのか、それはまだできないのか、その辺の考え方はいかがなものかなというふうに思い

ますが。 

   （財務部長 部谷義登君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 部谷財務部長。 

              〔財務部長 部谷義登君 登壇〕 

○財務部長（部谷義登君） 市の公共施設、とりわけ小・中学校でございますけども、休廃校した

場合には、その後の施設の利活用については、他の機能、目的を持った施設への転用、地元の

方と十分話をしながら活用方法を検討していくことを現在は基本としております。 

   しかし今後については、利用策が見込めない場合、そういった場合には行革の観点からも、

譲渡でありますとか貸し付け、最終的には解体撤去も含めて検討を行う必要があると考えてお

りますけれども、先ほど申しました計画におきまして、こういった考え方の具体的な考え方、

こういったものもお示しをしたいというふうに考えております。 

   ちなみに、学校等を企業に売却をした場合、この場合は適化法の関係で、国に補助金を返す

必要がございますので、そういったこともございますので、そういったことも含めて計画の中

でお示しをしたいというふうに考えております。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） 適化法があるのでというふうにお答えいただきましたけども、それこそ私

は地方創生の中で、地方がこういうふうなことなんで、それは勘弁してよというようなことを

国に要望していかなければいけないのが今だというふうに思います。 

   とにもかくにも公有財産というものは、今からはふやすべきではないというふうに思います。

できるだけそういった、有効に利用できるものであれば、処分して利用してもらって、それに

よって経済活動、もしくは地域活動というものが活発になるように利用してもらえればよろし

いのではないかと。全てが地元、地元で管理してくれというのは、地元にとっては本当に重荷

になってくるところもございますので、その辺のとこはしっかりと考えていただきたい。今現

在はいいけども、もう10年たったら、もうちょっとそれよう管理せんわというようなとこも

多々あると思いますんで、その辺のとこをしっかりと考えていただきたいというふうに思いま

す。 

   そういった観点から、このたび、まちづくり別館の解体をされて、集会所、小さいながらも

建てて、三次市のほうで建てて地元にというふうなお話がございました。私は、地元の方が利

用されることは全然よろしいとは思いますが、危なくなった建物、耐震も危ないというので一

応崩して、その要りような土地のスペースを地元の方が集会所として建てられるのだったら全

然問題はないと思いますけども、やはりこれは市のほうで建物を建てて地域に渡すというのは、

これはよその他地区と比べたときに、やはり平等ではないというふうに思いますが、私はそれ

はすべきではない。地元の方がお金を集めて、皆さんで建てられて、どうぞ使ってくださいと
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いうのは、これは何ら問題はないというふうに思いますが、いかがでございますか。 

   （財務部長 部谷義登君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 部谷財務部長。 

              〔財務部長 部谷義登君 登壇〕 

○財務部長（部谷義登君） 地域集会所については、基本的な考え方としては、新規または建てか

えについては、原則として実施主体は地域というふうに考えておりますし、それに対して補助

金の制度を設けているというところでございます。 

   しかしながら、議員御質問のまちづくりセンターの別館でございますけれども、この施設は

老朽化によります安全性が確保できない、また耐震化がされてないと、そういったことへの対

応が大きな課題となっておりました。地元からも、老朽化し、危険であることから、建てかえ、

もしくは耐震補強及び改修を要望されてたというところでございます。しかし、市といたしま

しては、建てかえるには財源もなく、一般財源での実施となるため困難であるという判断をい

たしました。それを前提に地元と協議を重ね、規模を大幅に縮小して、管理経費についても地

元が負担するということで、最終的に理解をいただいたところでございます。 

   条例にもございます、地域交流の場として現在の機能に見合った規模に建てかえ、代がえ措

置ということで建てかえをしようとすることになったものでございます。 

   （13番 小田伸次君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 小田議員。 

              〔13番 小田伸次君 登壇〕 

○13番（小田伸次君） もう時間がないので余りしゃべれませんけども、やはりどこの地域も同じ

ような形で扱われるのが私はよろしいかというふうに思います。今後も、それに似たようなこ

とも起きてくるかもわかりませんので、そのときにまた市のほうがつくるということがないほ

うがよろしいかというふうに思います。 

   そういうふうに申し上げて、私の一般質問を終わります。どうもありがとうございました。 

○副議長（福岡誠志君） この際しばらく休憩いたします。 

   再開は３時20分といたします。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              ――休憩 午後 ３時 ４分―― 

              ――再開 午後 ３時２０分―― 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○副議長（福岡誠志君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   順次質問を許します。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 公明党の岡田美津子でございます。お許しをいただきましたので、通告
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に従いまして質問させていただきます。 

   まず、１番の総合的な認知症対策の軽度認知障害（ＭＣＩ）への取り組みについてお伺いい

たします。 

   政府は、本年１月、認知症対策のための初の国家戦略「新オレンジプラン」を策定し、対策

強化に本腰を入れております。この新オレンジプランは、認知症の人ができる限り住みなれた

地域で自分らしく暮らし続けることができる社会を目指すとの基本的な考えのもとに策定され

たものです。この新オレンジプランでも、早期の集中支援が強化されているように、私はこれ

からの認知症対策において一番大切なことは、まず認知症の予防、早期発見、早期対応、早期

治療だと思っております。 

   そこで今回、私は、認知症の予備軍と言われております軽度認知障害、ＭＣＩと言われてお

りますが、これに対する取り組みについてお伺いしたいと思います。 

   まず、本市の認知症高齢者の実態、現状についてお伺いいたします。また、軽度認知障害の

方の数も把握できていれば教えていただきたいと思います。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） まず、市内の認知症の患者数ということでございますが、数字を

先に申し上げますと3,262名ということになっております。この対象者は、計画を算定しとる

上で、要支援者の２以上、なおかつ主治医の意見書に認知症に関する、いわゆる日常生活の自

立度１以上という方が対象になるということでございます。 

   なお、軽度の認知症につきましては、これは認知症ではないという定義がございます。した

がいまして、健康な状態と認知症内での状態ということでございますんで、実際に正確な数字

を把握するということはちょっと困難でございまして、数字のほうはつかんでおりません。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 軽度認知障害の方の数字は、なかなかしっかりと把握ができていないと

いうのが現状ということですけれども、今、先ほどおっしゃったように、65歳以上のほぼ７人

に１人が認知症と言われております。団塊の世代が75歳以上となる2025年には、５人に１人と

も言われております。これまでの認知症の対策は、発症した後の取り組みが中心でした。それ

もとても重要なことと思いますが、近年の医学では認知症は防ぐことができるということがわ

かってきました。認知症は、必ず軽度認知障害（ＭＣＩ）という症状を通って認知症になって

くる。そしてその時期に早く対策をとることが重要だと言われております。 

   この軽度認知障害という言葉ですけれども、最近よく耳にするようになりましたが、知って

らっしゃらない方も多いかと思います。軽度認知障害とは、先ほど部長がおっしゃいましたよ

うに、正常な状態と認知症の中間部分に当たり、認知症の予備軍とも言われ、そのまま放って
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おくと１年で12％、５年で50％が認知症のステージへと移行していきます。しかし近年、軽度

認知障害は正常な状態へとＵターンする可能性があり、正常に戻れるチャンスがあることがわ

かってきました。先送りをしていたら、もっとひどい状況になります。まずは、自分がＭＣＩ

であることに気がつくことが大切です。気づいて早期に対処すれば、悪化を防ぎ正常に戻すこ

とができると言われております。認知症の発症の手前には、必ずこの予備軍、軽度認知障害が

あり、その予備軍の期間は５年ぐらいだそうです。そのときに気づき、対処すれば、認知症に

なるのを食いとめることができます。 

   しかし、現状はそこを気づけないという状況があるというのが問題のようです。本市におき

ましては、認知症高齢者の増加が見込まれる中、軽度認知障害についてはどのように認識し取

り組んでいこうとされているのかお伺いしたいと思います。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） 具体的な認知症の軽度認知障害についての取り組みということで

ございます。 

   認知症の割合といいますか、軽度認知症の割合につきましては、65歳以上の高齢者の大体

10％ちょっと超えるぐらいじゃないかと全国的に言われておると。したがいまして、いわゆる

認知症の割合が、全国的にいきますと65歳以上の15％と言われておりますんで、かなり近い認

知症の患者さんといいますか、かなり近い数が、いわゆる予備軍がいるということで、これが

議員御指摘のように、５年たつとかなり半分程度は認知症に移行するということで、大変そこ

をどう食いとめるかということは、かなり大きなウエートというものを握っておるというふう

に思ってます。 

   本市といたしましても、基本的にいきいき健康日本一ということを標榜しておりますけども、

その一番大きな取り組みというのが、いわゆる予防ということでございます。この認知症につ

きましても、基本的には早目に、その認知症に気づいていくということが必要であろうかと思

います。これまで実施してまいりました認知症サポーターの養成講座、平成26年度の累計で、

26年度末でございます、約4,000名の方が講座を受けていただいておると。また、承知してい

ただいておりますように、元気ハツラツ教室、あるいはおたっしゃ食育講座等、介護予防教室

の取り組みというものを行っておりますけども、先般、この６月の13日と14日に、市内の商業

施設のイベントにおいて、いわゆる認知症の発見ができるという、早期発見のタッチパネルと

いうような取り組みを健康まつりのような形で初めて取り組みをさせていただいて、かなり好

評いただいたかなというふうに思っております。 

   もう一つ大きな点は、昨年度、市内５会場で、いわゆるかかりつけ医の先生ですね、地元の

ドクターで講演をいたしました。地元のドクターが来られるということで、かなり多く集まっ

ていただきまして、５会場で800人を超える参集があったと。かなりの啓発の効果があったか

なと思っております。したがいまして、こういった１人でも多くの方に啓発を進めていくとい
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う観点で、今年度もしっかりとパンフレットの配布等含めて周知を図ってまいりたいというふ

うに思っております。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 予防が大切ということで、いきいき健康日本一、そして食育の面からと、

いろいろ行われているようですけれども、多くの人が本当に関心があるということが先ほどの

答弁でもわかりましたけれども、タッチパネルというようなことも判定に行われたということ

ですけれど、そこで１つ提案があります。 

   今、東京都の国分寺市では、認知症予防事業として、認知症の初期のスクリーニングシステ

ムとして認知症チェッカーの運用を始めております。この認知症チェッカーとは、２つのサイ

トから構成されており、このうち家族、介護者向けの「これって認知症？」というのは、公益

社団法人認知症の人と家族の会が考案したチェックリストを活用したもので、なれた道でも迷

うことがあるとか、１人になると怖がったり寂しがったりするとか、人柄が変わるとかなど、

20項目をチェックして判定してまいります。また一方で、本人向けのチェックリストもありま

して、「わたしって認知症？」というのは、社会福祉法人浴風会病院の名誉院長による認知度

予測テストを活用したもので、同じ話を無意識のうちに繰り返すとか、今しようとしてること

を忘れるなど、10項目についてチェックの判定をしてまいります。 

   ２つのサイトとも、結果の画面から相談先にアクセスすれば、市の地域包括支援センターな

どの連絡先や市内で認知症の相談ができる医療機関として、かかりつけ医、認知症サポーター

医の名簿も見ることができるようになっております。また、本人向けの認知症予防の10カ条な

ども表示されて注意喚起を促しております。この取り組みが、今、他の市町でも広がっており

ます。軽度認知障害を自宅のパソコンやスマートフォンで簡単に判定でき、早期発見、早期予

防にとつなげていく認知症チェッカーの取り組みを本市でも導入してはいかがでしょうか、お

伺いしたいと思います。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） 認知症のチェッカーの導入ということでございますが、本市にお

きましても、啓発パンフレットということで、いわゆる紙ベースで認知度をチェックするとい

うことを行ってきております。どのようにパンフレットを配ったかといいますと、平成22年度、

それから平成24年度につきまして全戸配布をしまして、このチェックをしております。 

   それ以外も、パンフレットを折につけ周知させていただいておるわけでありますけども、議

員御指摘のように、認知症につきましては、本人のみならず家族が気づくということがかなり

大きなウエートといいますか、重要であるというふうに思っております。 

   今の国分寺市のチェッカーのほうも確認させていただきました。システム的にはそんなに複
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雑なシステムではないわけでありますけども、取り組みやすい、本人及び家族の方が取り組み

やすいシステムであろうかと思います。具体的に導入がどこまでできるかというのは、早期発

見に向けて有効な手段ということになりましたら、その時点で具体的に研究なり検討なりして

いきたいというふうに考えております。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 今、私たちはパソコンとかスマートフォン、これから先に認知症になっ

ていくかもしれないという状況の私たちは、これからパソコンとかスマートフォンとかいうの

は使いなれてくると思いますので、そういう形での方向での早期発見にしっかりと前向きに取

り組んでいただきたいと思います。 

   認知症の早期発見から医療へのつなぎの流れは重要だと思います。自宅のパソコンやスマー

トフォンで手軽に認知症のチェックができるということは、それをきっかけに認知症の予防に

対しても関心を深めたり早期発見の医療機関への受診に結びつくと考えます。これからもしっ

かりと積極的に検討していっていただきたいと思います。 

   次に、２番の若年性の認知症の方への支援についてお伺いいたします。 

   18歳から64歳で発症した場合は若年性認知症とされていますが、国の推計によりますと、平

成26年の１月１日時点で、全国に３万5,900人、10万人当たり47.6人とされております。これ

を本市に当てはめますと24人ぐらいとなるでしょうか。若年性認知症の推定発症年齢の平均は

およそ51歳、働き盛りの世代です。本人だけではなく、家族の生活への影響、負担はとても大

きいものだと思います。認知症高齢者への支援とはまた形の違う支援が必要だと考えます。若

年性認知症の本市の状況、そして今後どのようなビジョンを持って若年性認知症の方の支援を

進めていこうとされているのかお伺いいたします。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） まず、若年性認知症の本市の状況でございます。若年性認知症に

つきましては、物忘れが出始めて、仕事あるいは生活に支障を来すようになっても、まだ若い

というような思いで病院を受診されないというケースがある場合であるわけでありますけども、

仮に病院で診察を受けた場合でも、その診断までにかなり時間もかかってしまうという場合も

あるわけであります。したがって、なかなかその正確な数字を把握するのは難しゅうございま

すけども、現在本市の地域包括支援センター、こちらのほうで相談を受けておるという具体的

な数字までは申し上げられませんけども、数名ということで、現在相談を受けておるという状

況であるのは間違いないということでございます。 

   今後のビジョンでございますけども、若年性の認知症につきましても、高齢者の認知症より

も進行が早いということで、社会生活が事実上困難となるといった場合もあろうかと思います。
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早期発見し、治療を行うことで、症状の進行を遅くするということが期待できるということに

なろうかと思います。 

   これまでも若年性認知症につきましては、パンフレットで周知をさせていただいたところで

ございます。引き続き啓発を進めていくということでございますけども、今年度、平成27年度

につきましては、公益社団法人の認知症の人と家族の会という団体がございます。いわゆる家

族の会と申しまして、全国レベルの組織になろうかと思いますけども、こちらのほうへ認知症

につきましての委託は、今年度までも、今までも行っておると。これに対して、今年度から新

たに若年性の認知症、こちらの相談業務を委託ということで始めさせていただいたというよう

な状況でございます。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 三次市にも数名いらっしゃるということで、しかし少しずつ対策が進ん

でいると思いますけれども、この若年性認知症については、地域社会や企業等の理解はまだま

だ十分ではなく、誤解とか、本人に対しての適切な対応がなされてないという問題があるよう

です。まずは多くの方々に、この若年性認知症に関する正しい理解と適切な対応についての普

及啓発が欠かせないと思っております。 

   また、かかりつけ医の認知症に対する対応能力、そしてより専門性の高い認知症サポート医

としての研修、また介護事業者向けの研修など、支援体制の強化も重要と思いますけれども、

その辺はいかがお考えでしょうか。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） 具体的な認知症への取り組みにつきましてでありますけど、特に

この若年性の認知症につきましては、一旦若年性認知症と診断された場合、自立支援医療、あ

るいは障害者手帳の制度が利用できる場合があるということがございますので、そういう意味

では、医療機関と関係団体含めてそういった相談もできるような形での啓発なり普及なり努め

ていきたいというふうに考えております。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 介護従事者の研修などということもしっかりと取り組んでいきたいと思

うんですけれども、またこの方たちの実態調査とかもなさりまして、どんなニーズを持ってら

っしゃるかということで、当事者の視点での的確な支援にこれからも結びつけていっていただ

きたいと思います。 

   では、次に介護マークの普及についてお伺いいたします。 
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   認知症や障害のある方などを介護する方が、外出中にトイレの付き添いや買い物などのとき、

周囲の方から誤解や偏見を受けることがないよう、自分が介護中であることを知らせるための

手段として取り組みが始まりました介護マークの配布、本市でも導入されておりますが、施設

の入所待ちも多い中、多くの方は在宅での介護です。国も、施設から在宅へとの方向を強めて

おります。認知症や障害を持った方が、家族の方と一緒に気軽に外出したり、住みなれた地域

で安心して暮らせるためにも、さらなる介護マーク配布の取り組みは重要と考えますが、どの

ようにお考えでしょうか。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） 介護マークの普及につきましては、介護をする方が介護中である

ということを周囲に理解していただくということが、この介護マークの趣旨でございます。も

ともと静岡県が発祥ということで、そこから全国に普及したわけでございますけども、本事業

につきましては、本市におきましては、昨年、平成26年の６月、事業のほうを開始して始めた

とこでございます。 

   昨年開始するに当たって、５月末までのこの１年間ですね、窓口で把握をした介護マークの

枚数につきましては33枚となっております。ただし、この介護マークにつきましては、市のホ

ームページでデータをダウンロードできるということがありますので、実際にはもう少し多い

方に御利用いただいておるというふうに思っております。 

   当時といいますか、昨年度新たにスタートするということで、かなり市の広報、あるいはホ

ームページ、昨年の市政懇談会等の資料も出させていただいて、ＰＲ、啓発をさせていただい

たということでございますんで、今年度も何らかの形で、介護を要する高齢者を支えていくと

いうような観点で普及啓発に努めてまいりたいというふうに思っております。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 今後とも、この総合的な認知症対策ということで、しっかりと取り組ん

でいっていただきたいと思います。 

   それでは、大きな２番の生活困窮者自立支援制度についてお伺いいたします。 

   本年４月から、生活困窮者自立支援制度がスタートいたしました。この制度は、これまで、

ともすると制度のはざまに置かれてきた、本来であれば最も支援されるべき対象でありながら、

支援の手が届いてこなかった人々に寄り添い型で包括的な支援を届ける仕組みです。国費400

億円、総事業費612億円の予算が確保されての事業です。現在、約900の自治体において相談窓

口が設置されたということですけれども、これからこの事業が本当に成果ある、魂の入った事

業となるためには、市町における積極的な取り組みが必要とされております。 

   まず、本市における生活困窮者自立支援制度の実施状況をお伺いいたします。 
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   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） 新しく法律なり制度ができました生活困窮者自立制度についての

御質問で、本市の状況ということでございます。 

   全国的に、いわゆる最終のセーフティーネットということで、生活保護法、いわゆる生活保

護のセーフティーネットがございます。この生活保護に漏れたといいますか、生活困窮者とし

て法の手だてを受けることができない、例えば多重債務者の方とか、いろいろなケースがある

わけでありますけども、それに対して対応していくと。 

   結論から申し上げますと、各自治体の取り組み方によって大きく違ってくるというふうな制

度であろうかと思います。本市におきましては、今年、平成27年から相談員２名体制で、委託

事業ということで包括支援センターのほうへ委託しておりますけども、生活サポートセンター

というものを設置しております。保健福祉センターの１階に事務所を構えておりますけども、

いわゆる福祉総合相談支援センター、本市独自の施策としてスタートしておりますけども、そ

のセンター内に２名の相談員がおるわけでありますけども、全体的な流れといたしますと、

６月10日現在になりますけども10件の相談を受けております。そのうち、直接相談窓口に来ら

れた方は４名ということになります。６名につきましては、関係団体からの相談というような

内容になっております。 

   やはり相談内容につきましては、１件の事案だけじゃなくて、例えば病気とか多重債務とい

った形で、やはり複合的な課題を抱えておられる方が多いと、そういった状況になっておりま

す。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 先ほど部長もおっしゃいましたけれども、まずこの制度に至った基本的

な考えですけれども、これまでの生活保護は労働市場に戻りにくい高齢者、障害者らで占めら

れ、働ける年齢層は少なかった。それが2008年から2009年の年越し派遣村のころから、企業や

家族、地域からはじき出された30代から40代の若者がふえてきました。病気、多重債務、アル

コール依存症、虐待といった複合的な問題を抱える人も目立つようになりました。こうなると

保護費の給付だけでは社会のつながりに戻れない、縦割りの法律では対応できない場合など、

問題を地域の社会貢献で社会資源を動員して支える仕組みをつくる、そしてここでの自立とは、

単に経済的な意味だけではなく、働くことを通して社会との関係を回復することとありました。 

   せっかく制度を立ち上げたにもかかわらず、これらの生活困窮者の方々に知られていないで

は、この制度の求める成果はなかなか得られないと思います。生活困窮者自立支援制度の対象

は限定されておりません。従来の課題別、対象別の制度ではないということを十分理解し、周

知してもらうことが必要です。先進的な自治体では、市の広報で特集として大きく取り扱い、
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制度の周知をしております。本市としては、この制度について多くの市民の方々にどのように

周知をしていこうとされているのか、改めてお伺いいたします。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） 本自立支援制度の取り組みについての広報ということでございま

す。 

   実は、この新事業は、議員御指摘のとおり、本年よりスタートするに当たって、今、数カ月

たつわけでありますけども、御指摘のとおり周知ができていないというのはやっぱり大きな課

題になっております。これは、関係団体との話し合いをまず行うということで、この４月から

福祉総合相談支援センターというものを、先ほど申し上げましたように独自で立ち上げたと。 

   この構成につきましては、市の組織だけでなくて、例えば社会福祉協議会、それから市の関

係団体でありますけども、包括支援センター、あるいは障害者の支援、サポートの関係といっ

た、他団体も含めて１つの建物の中で連携を保つということでありまして、これをスタートす

るに当たって事務レベルで会合を持ちました。その中で、やはり関係団体から出た一番最初の

課題というのは、ＰＲが不足しておるだろうというようなことでございました。 

   これについては、やはりこの生活サポートセンターに限らず、今後どういった形でＰＲをし

ていくかということについて、大体２週間に一度ぐらいは集まって、現在事務レベルで話をし

ております。また、庁内でもその意見を上げていきながら、具体的にＰＲを進めていくと同時

に、いわゆるネットワーク、庁内の関係部署の協議会、部会といったことを進めながら、まず

そういった情報を集めていくというようなことで進めておると、進行中であるといったような

状況でございます。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） まずは周知ということですけれども、私も市の広報を１月号、２月号、

３月号と見ておりましたけれども、そういうことは載っておりませんでしたので、まず市の広

報で特集として載せるとか、やはりしっかりと、それだったら全戸に配布となりますので、し

っかりと周知のほうをまずしていただきたいと思います。 

   本市では、また相談窓口に２名の職員さんを配置しているとの答弁でしたけれども、相談窓

口に職員を置いただけということでは終わってはならないと思います。しかし本市においては、

幸い福祉総合支援センターとしてしっかりと体制も整えて連携もしっかりしていらっしゃるこ

とは大変評価したいと思います。 

   しかし、そもそも生活困窮者の方は、みずからＳＯＳを発することが難しい方々です。アウ

トリーチ、こちらのほうから、行政のほうから積極的に働きかけることとか、これを含めた相

談体制や地域の関係機関、また行政の部署との連携の体制を構築し、早期発見、早期支援が必
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要だと思いますが、どのように取り組もうとされているのかお伺いいたします。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） 連携強化と早期発見、早期支援ということでございます。いわゆ

る生活困窮者につきましては、大きくポイントが４点ばかりあろうかと思っております。 

   まず１点は、いかに早く発見をして支援するかということであります。ただし、この生活困

窮者２点目といたしまして、定義づけがはっきりされてないということになります。それはど

ういうことかと申しますと、いわゆる例えば生活保護でいきますと、所得要件があって、その

所得要件に当てはまらなければ対象外になると。つまり漏れるということがございます。した

がって、この法律の中では、基本的に生活困窮者は困っておられる方全てというふうな形で、

全てセーフティーネットをかけていこうという趣旨になっております。したがって、そのため

にはワンストップの窓口が必要になってくると。これが３点目であります。 

   ワンストップの窓口というのは、例えば困窮者の方が生活に困られて、例えばハローワーク

に行かなければならない。片方では、福祉なり市役所へ来なければならない。一度に何度かの

窓口へ出向いていくと。実は、この出向いていく作業というのが、通常は容易にできるように

思いますけれども、実はその途中でやめてしまうと。つまり自分から相談に来られないケース

があるというのが一番大きな課題になっとるということでございます。 

   したがって、御質問にありましたように、早期発見をしていくためには、待っておっては早

期発見ができなくなるということで、地域の方、特に民生委員さん等の情報を早目につかむと

いうことで、そういったネットワークをつくっていくということが肝要になってくるだろうと

いうふうに思っております。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 民生委員さんなど、やはり地域における見守り、発見、また相談体制、

相談などとの連携、また先ほど言いましたアウトリーチ、訪問支援のことですけれども、これ

もとても重要なことだと思います。しかし、アウトリーチにはそれなりの知識、経験が不可欠

だと思いますので、しっかりと研さんを積み重ねて人材の育成にも力を注いでいただきたいと

思います。 

   また、他市の取り組みですけれども、先ほど少し関連したことをおっしゃっておりましたけ

ど、市の各担当課からの滞納情報を活用することとか消費生活相談との連携で、生活困窮者の

早期発見、早期支援を可能にされておられる自治体もあります。本市ではこの辺はどのように

お考えでしょうか。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 
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              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） いわゆる連携、ネットワークの体制づくりということになります。

先ほど少し答弁させていただきましたけども、具体的には、今、生活サポートセンターが２名

の体制でございます。市役所の関係、部局との具体的な連携調整体制をまずつくっていくとい

うことを近々にやってまいりたいということでございます。 

   次には、具体的に地域の民生委員さん、児童委員さん、あるいは自治連、地域の方々と具体

的な早期発見のためのネットワークをつくっていくということがあろうかと思います。いずれ

にしましても、地域に出ていくということが一番重要なことでありまして、もう一点、今確認

しておるのは、例えば障害者支援の関係であるとか、それぞれが地域の、例えば支所のエリア

のところへ相談を２カ月に一遍とか半年に一遍とか出向いておった体制を、この福祉総合相談

支援センターとして、全員がまとまって定期的に地域に相談日を設けて出向いていくことはで

きんだろうということで、そこについても少し具体的な話として検討していこうというような

ことになっております。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 次に、相談した後の出口戦略として重要な任意事業として、就労準備事

業や就労訓練事業、家計相談事業、学習支援事業などがありますけれども、本市ではこの辺は

どのように取り組んでいこうとされているのでしょうか、お伺いいたします。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） 本自立支援制度の仕組みといたしまして、御質問の就労準備事業、

あるいは家計相談事業は、具体的な個別の事業でございます。全体の制度の中には、任意事業

とそれから義務事業というのがございまして、この就労と家計相談というのは、いわゆる任意

事業と。つまり自治体のほうの判断でどのように持っていくかということになっております。 

   本市の場合、本年度、平成27年度は義務づけの事業であります相談支援事業、それから住宅

関係の助成事業、この２点の事業を予算化して実施しておると。つまり、900万円程度の予算

でございますけども、２名の相談員の雇用の経費等含めた予算と。そういった相談事業を進め

る中で、今後、来年度以降ということになろうかと思いますけども、具体的な事業、予算関係

の事業ということになると来年度以降ということになろうかと思います。ただし、就労支援あ

るいは家計管理、具体的に家計簿ではありませんけど家計表というものをつくって、実際にそ

の家計がしっかりやりくりできておるかといったようなソフト事業を取り組むということにな

りますけども、今、既に相談を受けておる中で、そういった相談も当然受けておるということ

でありますので、そういった具体的な相談が定着する中で、より具体的な事業として来年度以

降、取り組んでまいりたいと思います。 
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   いずれにしましても、関係機関と役割分担が必要であろうかと思っておりますので、連携し

ながら行ってまいりたいというふうに思っております。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） これらの事業は、制度の正否の鍵を握っている本当に大切なことだと思

っております。就労準備事業や就労訓練事業を市町が行うといっても、既存のハローワークと

同じことをするのではなく、あくまでも市町における就労支援は福祉の観点と職業キャリア面

での支援を同時にきめ細かく行うことが求められております。とても重要な支援事業ですので、

早くこの支援事業が動き出せるよう頑張っていただきたいと思います。補正予算を組んででも、

前倒しで行うぐらいの気持ちを持っていただきたいと思います。 

   また、以前、障害者就労支援について質問したときの市長の答弁で、障害者就労施設として

植物工場をつくる考えがあるという回答をされました。植物工場のその後の進捗状況と障害者

だけではなくメンタル面での問題を抱えた、すぐにフルタイムで働くことが難しい方のために

活用ができればと思いますが、この辺をどのようにお考えでしょうか。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） 植物工場につきましては、現在、市役所の関係部署でプロジェク

トチームを設置いたして取り組みを進めておるわけでございます。具体的に、植物工場につき

ましては、環境クリーンセンターの排熱を利用して、いわゆるハウスの栽培等について現在研

究を行っておるということでございます。 

   御質問の障害者の方の就労施設ということでございますけども、100％その施設が就労施設

ということはなかなか難しいところもあろうかと思いますけども、就労支援策の一つとして、

植物工場の中で障害者の方等が、いわゆる職業訓練、一般就労なり自立していくための途中段

階の支援として取り組んでいくことはできるんじゃなかろうかというようなことでございます

んで、現時点ではまだ明確にお答えできる段階ではまだないかなと思っております。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 障害者の方だけではなく、生活困窮者の方の就労準備事業とか就労訓練

事業として、１日３時間ぐらいからスタートして、徐々に働く時間を延ばしていくようへとス

テップアップしていくというような取り組みの枠を設けるということもとても有効なことだと

考えておりますので、ぜひその点も考慮して、この先考えていただきたいと思います。 

   この生活困窮者自立支援制度、今まさに必要とされている制度だと思います。すぐには結果

の出ない大変な仕事ですが、全員参加型社会を目指して、魂の入った支援として積極的に取り
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組んでいただきたいと思います。 

   それでは、３番の本市の不妊治療費助成事業についてお伺いいたします。 

   本市は、本年４月から、体外受精、顕微授精などの特定不妊治療にかかる費用を全額補助す

る市独自の制度を始めました。この特定不妊治療費全額補助の取り組みは、全国的にも珍しく、

先進的な取り組みとして他の市町に大きな反響を広げております。私のところにも、他市の公

明党の同僚議員から多数問い合わせがあり、ぜひ参考にして取り組みたいとのこと。一歩進ん

だ本市の取り組みとして、市長の決断を高く評価したいと思います。 

   まず最初に、本年度４月から始まった不妊治療費全額補助事業について、これまでの申請、

また問い合わせ状況をお伺いいたします。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） ４月以降の申請件数につきましては、現在７件の申請が行われて

おるというものでございます。具体的な相談件数でございます。個人からの相談が約40件ござ

います。それから、県内の自治体を含めて全国の自治体からも問い合わせが９件程度ございま

す。これが本市のほうへ直接御相談いただいた件数になりますけども、その他、県あるいは関

係の部署といいますか、そちらのほうへも問い合わせがあっておるというようなことでござい

ますので、公表以降、反響はかなり大きいというふうに感じておるとこでございます。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 不妊治療の需要は年々高まっております。それにより公的な支援制度は

次第に整備されてきました。そのような中で、ある意味、女性ばかりが精神的にも肉体的にも

負担をかけることが多かったのが実情ではないでしょうか。 

   しかしながら、世界保健機構が発表いたしました不妊症原因の統計では、不妊の原因の半数

は男性側にあり、男性自身が治療しなければならない場合もあると報告されております。そし

て現在の医療技術の進歩により、男性不妊の99％が治療可能となってきております。広島県に

おきましても、県の制度として今年度から新たに男性、女性の不妊検査費用の助成を始めまし

た。男性が、自分は大丈夫と思っていたり、不妊治療は女性が受けるものとの社会通念が根強

い中にあって、男性不妊についての知識を広げて、それを社会がありのままに受けとめるため

の取り組みが今重要なのではないでしょうか。行政が先頭に立って啓蒙、啓発の取り組みをし

っかり行う。この姿勢は、子どもを望む夫婦にとっても大きな希望になるものと思いますが、

御所見をお伺いいたします。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 
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○福祉保健部長（日野宗昭君） 男性への啓蒙・啓発でございます。 

   まず、新しくスタートします、いわゆる特定不妊治療の全国助成の制度は、御夫婦を対象に

しておると。つまり、男性の方も含めて御夫婦が対象ということでございます。具体的な啓発

ということにつきましては、議員御指摘のように、男性を含めた社会全体への、市全体へのと

いいますか、そういった啓発というのは重要であるだろうと思っております。 

   先ほど来、御相談件数について、個人で40件というふうに申し上げましたけども、その中の

相当数も男性の方からも御相談はいただいておるというようなことでございます。したがって、

いわゆる当事者といいますか、当事者を取り巻く環境の中で、この不妊治療の助成、特に男性

の啓発ということについては検討しなければならないと。具体的に考えておるのは、婚姻届を

出されたときに、そういったチラシを配布しながら、御説明なり読んでいただく機会を考えて

はどうかというふうに考えておるようなところでございます。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 男性不妊について関心を広げていただいて、また相談体制も充実したも

のにしていってくださっておるようです。それと同時に、周りの理解と職場での環境づくりも

た大変重要だと思いますので、今後ともしっかり取り組んでいただきたいと思います。 

   一方で、男性不妊の原因の中で、男性が手術を受けることで回復につながる治療については、

実質的には国や県の補助はありません。しかしこうした中、福井県や三重県では、今年度から

男性の不妊治療に対して、都道府県としては初めての助成制度をスタートさせております。ま

た、福山市においては、男性の不妊治療にも当たる一般不妊治療、これは特定不妊治療と言わ

れている体外受精、顕微授精を除くタイミング療法、人工授精、薬物療法、男性不妊治療など、

一般不妊治療と言っておりますけれども、この一般不妊治療への助成事業を今年度から始めて

おります。このような取り組みを参考にして、本市でも男性の不妊治療も含めた一般不妊治療

への助成の考えはないでしょうか。 

   （福祉保健部長 日野宗昭君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 日野福祉保健部長。 

              〔福祉保健部長 日野宗昭君 登壇〕 

○福祉保健部長（日野宗昭君） まず、一般不妊治療への助成ということでございますけども、今

までの本市の取り組み状況を少しお話しさせていただきますけども、平成19年度から従前の不

妊治療の事業がスタートしております。これは、県の補助金額に上乗せをするという、御承知

いただいておる事業でありますけども、平成26年度までの期間、19年度から26年度までで、ト

ータル延べ194件の申請をいただいて、実質122人の方が申請をされとると。このうち母子健康

手帳の交付件数が58件という状況でございます。こういった状況も含めて、今年度から市の施

策として県の補助金の残り全部を助成するということでございます。 

   この特定健診というのは、いわゆる保険適用外、つまり保険で治療をしても、なおかつまだ
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結果が見られないという場合に、１回当たり数十万円というような高価な金額がかかって、そ

れを本市の規定でいくと最大６回となっておりますけども、相当数御負担をされておるといっ

たことで、これについては全国、つまり日本一ということになるんだろうと思いますけども、

そういったことで他市の状況につきましては、特定の不妊治療にまだ至っていない一般の治療、

いわゆる保険適用の部分を助成していこうかというようなところでございます。数万円ぐらい

の補助というようなことはお伺いしております。そういったことも含めて、本市の場合には新

聞、テレビ、あるいは全国初の取り組みということで、医療、行政関係者からも高く評価され

ているというところでございます。 

   本市といたしましても、全国初の不妊治療費全額助成制度の周知というものをしっかりとさ

せていただいて、不妊に悩む方に早いうちから治療に取り組んでいただくように、しっかりと

啓発なりＰＲなり具体的な成果といいますか、そういったものも進めてまいりたいというふう

に思っております。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 一遍には無理なようですけれども、市民の方から、やはり一般不妊治療

の助成を求める声も聞いております。今後とも、三次市が不妊治療の取り組みは日本一と誇れ

るよう、今後とも頑張っていただきたいと思います。 

   次に、４番の三次人形の展示保存と振興についてお伺いいたします。 

   先ほど小田議員は、スポーツ系の議員としての質問とおっしゃってましたけれども、私は文

化系の議員としてちょっと質問させていただきたいと思います。 

   このたび、三次の鵜飼が広島県の無形民俗文化財、民俗技術の第１号に指定されました。江

戸時代から約400有余年の歴史を誇る三次の鵜飼ですが、それと同時に三次には長い歴史を誇

る三次人形があります。 

   三次人形は、寛永の昔、1633年ごろ、三次藩主浅野長治が江戸浅草の人形師を連れて帰り、

歴史上の勇者や伝説上の人物の土人形をつくらせたことが起源とされております。長治は、家

臣が一子をもうけるたびに、祝いとして土人形を贈ったと言われております。それが広島県の

北部においては、４月、５月の節句に男女ともに三次人形を贈る風習へと伝わってまいりまし

た。江戸時代から昭和にかけては、この三次に６カ所ぐらい窯があったようですが、現在は

１軒だけとなり、三次人形６代目窯元に脈々と今受け継がれてきております。 

   三次人形の製作の技術は、2006年、平成18年には広島県の無形文化財として指定され、2009

年、平成21年には年賀切手の図案としても採用されております。また、５代目窯元には、伝統

的工芸品産業功労者として、当時の通商産業大臣からも表彰されております。長い歴史と誇り

を持ち、受け継がれ、多くの方に愛されてきた広島県の三次市を代表する三次人形、140種類

もあるとされている三次人形の展示保存を三次市の歴史と文化・芸術の宝として未来につなげ

伝えていくためにも保存展示すべきだと思いますが、市長のお考えをお伺いしたいと思います。 
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   （市長 増田和俊君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 増田市長。 

              〔市長 増田和俊君 登壇〕 

○市長（増田和俊君） 三次人形の展示保存についての御質問でございます。 

   先ほど岡田議員がおっしゃっていただきましたように、三次人形につきましては、その歴史

は江戸時代から続くとも言われておりまして、本市の貴重な伝統工芸品であると思っておりま

す。本市にとりまして貴重な財産の一つである三次人形の活用は、極めて重要であると捉えて

おります。 

   具体的には、文化会館の跡地における施設への展示や、歴史や文化に触れてもらえる三次ま

ちごとまるごと博物館事業を進める中で、そのメニューの一つとして三次人形の展示の実現を

図っていきたいというふうに考えております。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 文化会館の跡地に展示の実現ということで、前向きな御答弁をいただい

たと思っております。 

   三原市の久井歴史民俗資料館には、三次人形の展示室があります。今回、老朽化したため、

移転して展示室の整備を行うそうです。この三原市では、三次人形は無形文化財に指定されて

おります。三次町の歴史民俗資料館には、900体もの三次人形、また土人形が段ボールで保管

されているとのことです。もったいないことだと思いますけれども、もっとすばらしい作品も

あります。また、三次本通りは、いにしえの里三次物怪・でこ街道とも呼ばれ、イベントも毎

年開かれております。また、今、市民ホールきりりでは、回廊でのギャラリー事業にも使われ

て、多くの人に懐かしいと喜ばれております。観光財産としても大切にし、しっかり生かし、

多くの方々に見ていただき知っていただくべきだと思います。三次人形の展示保存について、

ぜひ実現に向けてよろしくお願いしたいと思います。 

   また、最近、知的観光という言葉をよく耳にいたします。今回、合併10周年として、市民ホ

ールきりりでは多くの文化・芸術によるイベントが開かれております。三次市も、今、文化・

芸術の活動が大きく花開き始めているように感じます。そうした中、本市は文化・芸術を育む

土壌としても多くの資源、宝を持っていると思います。奥田元宋・小由女美術館、辻村寿三郎

人形館、はらみちを美術館、鵜飼、三次人形、物怪、また多くの芸術家の方々、地方創生の観

点からも文化・芸術によるまちづくりという方向に知的観光という観点もあわせて力を入れて

いくべきだと考えますが、いかがでしょうか。 

   （教育次長 白石欣也君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 白石教育次長。 

              〔教育次長 白石欣也君 登壇〕 

○教育次長（白石欣也君） 観光資源として、文化財の活用ということで三次人形をおっしゃって
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いただきましたが、議員もほかにも言われたとおり、三次は古墳のまちでもございますし、そ

れから県の無形民俗文化財に今年度指定された民俗技術の鵜飼、そして稲生物怪録は市の重要

文化財ではございますが、絵巻物等もございます。三次には、ほかにも多くの誇れる文化財が

ございます。この文化財としての保存に配慮しながらも、これらを有機的につなげて観光資源

として生かせる方法を検討し、三次市への入り込み観光客の増大につなげればというふうに思

っております。 

   また、三次人形の活用につきましては、昨年は東京にある広島県のブランドショップ「ＴＡ

Ｕ」で人形の展示を行いましたし、今年度は市民ホールきりりで三次人形の展示も行ったりも

しております。また、市長の答弁にもございました三次のまちごとまるごと博物館事業も、今

年度については実現に向けて現在進めておるところでございまして、三次人形だけに限らず、

三次の文化財、資料の展示を行えるような空き店舗の利用を今後も推進していきたいというふ

うに考えております。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） スポーツのまち、そして文化・芸術のまちとして、しっかりと取り組ん

でいただきたいと思います。 

   次に５番目、最後の期日前投票の宣誓書の改善策についてお伺いいたします。 

   平成15年から始まった期日前投票制度、全国的に見ても年々増加傾向にあります。その方法

も、他市ではさらなる投票率の向上のためいろいろと改善されてきております。私も平成25年

の６月定例会の一般質問で、期日前投票の宣誓書に関する改善策を提案させていただきました。

しかしそのときは、投票所入場券の裏面への宣誓書の記入は無理との御答弁でした。その後、

特別な改善はされていないようですけれども、現在広島市では１人に１枚の入場券を世帯ごと

に封筒で送り、その中に宣誓書も同封しております。同封して、経費の削減と利便性に配慮し

た取り組みが行われております。 

   また、ほかの市の例を見ますと、市の選挙管理委員会のホームページから事前にダウンロー

ドし、自宅で記入して期日前投票所に持参することができるなど、我が党の新聞にもいろいろ

な自治体での改善がされた取り組みが紹介されております。また、国が所管する総務省からも、

期日前投票の際に提出する宣誓書については、選挙人が事前に記載することができるよう、例

えば投票所入場券の裏面に様式を印刷する、投票所の入場券の交付の際に同封するなど、市区

町村において創意工夫し選挙人の便宜を図ることに努めるようにとあるようです。本市におい

ても、広島市の取り組みのような、入場券を世帯ごとに封筒で送り、宣誓書も同封するとか、

事前にホームページからダウンロードするということができるような改善策はできないもので

しょうか。 

   （総務部長 藤井啓介君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 藤井総務部長。 
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              〔総務部長 藤井啓介君 登壇〕 

○総務部長（藤井啓介君） 本市では、現在、期日前投票所において宣誓書の記入をお願いをして

おります。宣誓書は自署していただくことが基本でございますので、現在の形をとらせていた

だいておりますけども、議員御指摘のように、他の市町にありましては、そのような対応も既

にとられてるということもございますし、また事前記入を可能とすることは、期日前投票所で

の混雑を避け、円滑に投票を行っていただく手法の一つであるとも考えております。不正の防

止や公明・公正な投票の執行というのは、選挙管理委員会としての基本的な役割でございます

が、そういった基本的な役割を前提に今後しっかりと検討をさせていただきたいと思っており

ます。 

   （15番 岡田美津子君、挙手して発言を求める） 

○副議長（福岡誠志君） 岡田議員。 

              〔15番 岡田美津子君 登壇〕 

○15番（岡田美津子君） 宣誓書の記入ということは簡単なことのようですけれども、やはり難し

い方もたくさんいらっしゃいます。これからも投票率アップのため、また障害を持った方々、

高齢者の方々も安心して投票できるよう、宣誓書の改善策にはぜひ前向きに取り組んでいただ

きたいと思います。 

   以上で私の一般質問を終わらせていただきます。御清聴ありがとうございました。 

○副議長（福岡誠志君） 本日の一般質問はこれまでとし、残りの質問はあした行いたいと思いま

す。 

   お諮りいたします。 

   本日の会議はこれまでとし、延会することに御異議ありませんか。 

              （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（福岡誠志君） 異議なしと認めます。 

   よって本日の会議はこれまでとすることに決定いたしました。 

   本日は大変御苦労さまでした。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              ――延会 午後 ４時２４分―― 
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